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地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

 特集●交通と都市の未来形
 “日本のシルクロード”探訪
 近代日本を支えた、
 幻の物流ルートを探る

知ってるようで知らない !?
 エレベーターの不思議

連載●お江戸の楽しい歩き方 第4回
 神楽坂周辺

新連載●異国の目から見たニッポン
 第1回 イスラエル編
 イラン・ヤニツキーさん　

 連載●がんばる地方都市 第11回
 青森県青森市
 連載●おもて菓子 第7回

 りんごのヴェール

安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2017年2月28日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.48 に対するご感想をお寄せく
ださい。群馬県桐生市の「絹遊塾 工房風

かざはな

花」が一つひとつ
丁寧に手づくりした行

あんどん

燈「繭いと灯り」を抽選で10名様に
お送りします。
「繭いと灯り」は、「ぐんま黄金」という品種の蚕がつくる
群馬のブランド繭を、桐生の焼き杉に座繰りでゆっくりと
巻いた行燈で、温かさを感じる灯りとなっています。この
行燈に「ぐんま黄金」の繭5個をセットにしてお送りします。

2 014年、群馬県の富岡製糸場が世界遺産に
認定されました。富岡製糸場は、1872（明治5）
年に建設された官営の模範工場で、ここで
学んだ工女たちがその後、西洋の機械製糸
技術を全国に伝えました。表紙の写真は、
工場の敷地内にある東繭（まゆ）倉庫の2階で、
ここに乾燥された繭が保管されました。西
洋のレンガ積み技術と木で骨組みを組む日
本の技術を組み合わせた建物で、倉庫1棟に
最大で 2500石（1石＝約180ℓ）の繭を貯蔵で
きたといわれています。

【表紙解説】
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●群馬エリア

●八王子エリア

利根川・江戸川
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富岡製糸場富岡製糸場

生糸の代表的な物流ルート
陸上ルート

水上ルート水上ルート
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小泉 勝夫さん
こいずみ・かつお

一般財団法人シルクセンター
国際貿易観光会館
シルク博物館 元専門員

1959 年信州大学繊維学部卒業。
神奈川県蚕業試験場、神奈川県農業
総合研究所蚕糸検査場、一般財団
法人シルクセンター国際貿易観光
会館シルク博物館部長、同館専門
員などを歴任した。著書は『開港
とシルク貿易─蚕糸・絹業の近現
代』など多数。

ティファニー春美
デュリンスキーさん

デジタルマーケッター＆
トラベルレポーター

米国カリフォルニア州ロサンゼルス
に拠点を置くデジタルマーケッター
で、ライターの仕事のかたわら、モ
デルの仕事も行っている。日本の
文化に大きな関心を持ち、毎年夏
は、東京在住の家族や友人といろ
いろ探検している。英語、日本語、
フランス語が堪能。

今回の
ナビゲーター

●●●●

●横浜エリア

明
治
前
半
の
頃
、
生
糸
類
は
、
日
本
を
代
表
す
る
輸
出
品
目
で
、

輸
出
額
の
４
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。

当
時
の
代
表
的
な
生
糸
の
産
地
は
、
奥
州
（
東
北
地
方
）、

上
州
（
群
馬
県
）、
信
州
（
長
野
県
）
の
３
つ
。

こ
れ
ら
で
産
出
さ
れ
た
生
糸
は
、〝
陸
上
・
水
上
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
〞
を
通
じ
て

横
浜
港
に
集
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
輸
出
さ
れ
た
。

今
回
の
特
集
は
、
当
時
の
生
糸
の
代
表
的
な
物
流
ル
ー
ト
を
探
っ
て
み
た
。
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地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

03 -09	 特集●交通と都市の未来形
	 “日本のシルクロード”探訪
	 近代日本を支えた、
	 幻の物流ルートを探る
10 -13	 知ってるようで知らない !?
	 エレベーターの不思議

14 -15	 連載●お江戸の楽しい歩き方	第4回
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	 りんごのヴェール
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●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2017年2月28日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.48 に対するご感想をお寄せく
ださい。群馬県桐生市の「絹遊塾 工房風

かざはな

花」が一つひとつ
丁寧に手づくりした行

あんどん

燈「繭いと灯り」を抽選で10名様に
お送りします。
「繭いと灯り」は、「ぐんま黄金」という品種の蚕がつくる
群馬のブランド繭を、桐生の焼き杉に座繰りでゆっくりと
巻いた行燈で、温かさを感じる灯りとなっています。この
行燈に「ぐんま黄金」の繭 5個をセットにしてお送りします。

2 014年、群馬県の富岡製糸場が世界遺産に
認定されました。富岡製糸場は、1872（明治5）
年に建設された官営の模範工場で、ここで
学んだ工女たちがその後、西洋の機械製糸
技術を全国に伝えました。表紙の写真は、
工場の敷地内にある東繭（まゆ）倉庫の2階で、
ここに乾燥された繭が保管されました。西
洋のレンガ積み技術と木で骨組みを組む日
本の技術を組み合わせた建物で、倉庫1棟に
最大で 2500石（1石＝約180ℓ）の繭を貯蔵で
きたといわれています。

【 表 紙 解 説 】



群
馬
は
絹
産
業
の
一
大
集
積
地

　「
富
岡
製
糸
場
に
行
っ
た
時
、
ま
ず
見

て
ほ
し
い
の
が
東
繭ま

ゆ

倉
庫
の
入
口
ア
ー
チ

で
す
。
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
明
治
五
年
と

い
う
文
字
は
、
近
代
日
本
を
支
え
た
富
岡

製
糸
場
が
開
設
さ
れ
た
年
な
ん
で
す
」

　
そ
う
熱
く
語
る
の
は
横
浜
シ
ル
ク
博
物

館
で
専
門
員
を
務
め
た
小
泉
勝
夫
さ
ん
。

今
回
は
小
泉
さ
ん
の
案
内
で
、
数
多
く
あ

る
〝
日
本
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
〞
の
一
部
を

た
ど
っ
て
み
た
。

　
旅
の
起
点
は
２
０
１
４
年
に
世
界
遺
産

に
指
定
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場
だ
。
明
治
初

期
、
日
本
の
主
力
輸
出
品
目
だ
っ
た
生
糸

の
品
質
向
上
と
増
産
を
目
指
し
て
設
立
さ

れ
た
富
岡
製
糸
場
に
は
、
西
欧
の
機
器
が

導
入
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
工
女
た

ち
は
フ
ラ
ン
ス
人
ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ナ
ら

か
ら
洋
式
の
機
械
製
糸
技
術
を
学
ん
だ
。

　
製
糸
場
の
フ
ル
稼
働
を
支
え
た
の
が
群

馬
県
西
部
に
あ
る
荒あ

ら
ふ
ね
ふ
う
け
つ

船
風
穴
を
は
じ
め
と

し
た
蚕
種
貯
蔵
施
設
だ
。
当
初
、
繭
は
年

１
回
し
か
生
産
で
き
な
か
っ
た
が
、
冷
風

群
馬
エ
リ
ア

近
代
日
本
の
経
済
発
展
を
リ
ー
ド
し
た
製
糸
業
。

特
に
高
品
質
な
生
糸
の
産
地
、
上
州（
群
馬
県
）
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
、
富
岡
製
糸
場
だ
。

area1
gunma

富岡製糸場

ブリュナ館。富岡製糸場の開設と工女の教育にあたったポール・ブリュナ
の年俸は当時の政府の最高職より高額！　立派な住宅は西洋風のレンガと
東洋風の瓦をうまく組み合わせた不思議な雰囲気。

まちなか周遊観光バス
富岡にはこんなカワイイ
電動バスが走っています。
100円で1日乗り放題！

倉賀野河岸の浮世絵
対岸に倉賀野河岸が描か
れている浮世絵です。烏川
には荷を積んだ船も見え
ますが、鉄道が開通するま
ではこんなふうに絹が積
み出されていたんですね。
出典：『木曽街道六拾九次』の
「十三　木曽街道倉賀野宿烏川之図」
所蔵：国立国会図書館

撮影協力：富岡市・富岡製糸場

富岡製糸場で働く工女たちも参拝したと
いう一之宮貫前神社で旅の安全を祈願。
参道は一度上ってから下ると
いう珍しい神社で、養蚕機織
の神様も祭られています。

拝殿横で売られていた
「無事かえる」がカワイイ! 薄暗い繭倉庫のなかでは、

座繰りなどの繰糸が実演
されていました。糸がすべ
て巻き取られるとグロテス
クなサナギが出現。かわ
いい繭は、本当に虫がつ
くっているんだ。 

撮影協力：富岡市・富岡製糸場

ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
！

生
糸
の
ふ
る
さ
と
、

群
馬
を
旅
す
る一之宮貫

ぬきさき

前
神社
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が
噴
き
出
す
風
穴
で
蚕
種
を
保
管
し
て
孵

化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、
一
年
を
通
じ
て

生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

養
蚕
農
家
で
大
切
に
育
て
ら
れ
た
繭
は
富

岡
な
ど
の
製
糸
場
へ
と
出
荷
さ
れ
て
い
っ

た
。〝
日
本
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
〟
は
こ
う

し
た
養
蚕
農
家
の
庭
先
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
と
も
い
え
る
。

水
運
か
ら
鉄
道
へ
と
変
化

　
明
治
初
期
ま
で
、
物
流
の
主
役
は
陸
上

と
水
運
だ
っ
た
。
利
根
川
支
流
の
烏
川
に

設
け
ら
れ
た
倉く

ら

が

の

か

し

賀
野
河
岸
は
、
上
信
越
地

方
の
交
通
の
要
衝
で
、
年
貢
米
の
ほ
か
、

多
く
の
物
資
が
江
戸
方
面
へ
と
積
み
出
さ

れ
て
い
っ
た
。
小
泉
さ
ん
は
語
る
。

　「
も
ち
ろ
ん
、
生
糸
や
絹
織
物
、
副
蚕
糸
、

蚕
種
な
ど
も
横
浜
に
向
け
て
大
量
に
運
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
８
８
４
（
明
治
17
）

年
に
高
崎
線
が
全
通
し
て
以
降
、
河
岸
は

急
速
に
衰
退
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
跡
地

に
は
船
を
係
留
し
た
石
が
残
り
、
往
時
を

し
の
ぶ
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

で
は
す
っ
か
り
草
に
埋
も
れ
て
い
ま
す

ね
」

　
鉄
道
の
整
備
は
、
群
馬
県
と
並
ぶ
大

養
蚕
県
だ
っ
た
長
野
県
へ
の
路
線
で
も

進
め
ら
れ
た
。
標
高
差
５
５
０
m
の
難
所
、

碓う
す
い氷

峠
は
レ
ー
ル
の
ギ
ザ
ギ
ザ
に
歯
車
を

噛
み
合
わ
せ
て
走
る
ア
プ
ト
式
が
採
用
さ

れ
、
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
に
全
通
し
た
。

北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
伴
い
、
信
越
線
の

横
川

—

軽
井
沢
間
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
碓

氷
第
三
橋
梁
、
通
称
「
め
が
ね
橋
」
を
は

じ
め
と
し
た
当
時
の
鉄
道
遺
構
は
今
で
も

人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

碓氷峠
「めがね橋」

山道を登っていくと突然目の前に現れる巨大アーチ。
絹を運んだ鉄道橋も今は、遊歩道になっているそうですが、
あの高さはちょっと怖いかも。

元養蚕農家の
冨澤家住宅

冨澤家では30歳までここにお住まい
だった中澤久子（旧姓冨澤）さん（左）と
ばったり。1996年公開の映画『眠る
男』の撮影舞台になったことを聞きま
した。その映画は、私の父、アート・デュ
リンスキーが映像特殊効果を担当し
た作品です。20年前、私のお父さんも
ここにいたんですね。すごい偶然！

木々が生い茂る標高差100mの急坂を下ってようやく風穴に到着。
風穴から吹き出す冷風は、真夏でもひんやり。

　
カ
フ
ェ
の
奥
に
あ
る
絹
遊
塾 

工
房
風か

ざ
は
な花

は
初
心
者
で

も
絹
と
遊
べ
る
工
房
だ
。
初
め
て
の
人
で
も
１
日
で
絹

の
ス
ト
ー
ル
を
織
っ
て
首
に
巻
い
て
帰
る
こ
と
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
草
木
染
め
や
グ
ッ
ズ
の
購
入
も
で
き

る
。
桐
生
市
で
は
ほ
か
に
も
、
織
物
参
考
館「
紫ゆ

か
り

」な
ど

で
織
物
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

桐
生
の
産
業
遺
産
で
織
物
体
験

column

工房風花
体験工房で織の作業を体験し
ました。難しそうに見えたけ
ど、やってみたら意外と簡単！

ノコギリ屋根の形の
フレンチトーストにニッコリ。

　
群
馬
県
東
部
の
桐
生
市
は
、「
西
の
西
陣
、東
の
桐
生
」

と
称
さ
れ
る
日
本
の
高
級
織
物
産
業
の
拠
点
だ
。
ま
ち

な
か
に
は
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
多
く
が
観
光
や
ま
ち
お
こ
し
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

１
９
１
９（
大
正
８
）年
に
建
て
ら
れ
た
金
谷
レ
ー
ス
工

業
の
旧
工
場
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。

　
織
物
工
場
に
は
一
日
中
変
動
が
少
な
く
、
均
一
な
明

る
さ
の
光
が
得
ら
れ
る
北
側
か
ら
の
採
光
が
適
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
多
く
の
工
場
が
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
を
採
用

し
て
い
る
の
だ
が
、レ
ン
ガ
づ
く

り
で
残
さ
れ
て
い
る
ノ
コ
ギ
リ

屋
根
は
桐
生
で
こ
こ
１
棟
だ
け
。

１
９
９
８
年
に
国
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
現

在
は
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
に
な

っ
て
い
て
、パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
当
時
の
雰
囲
気

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

ベーカリーカフェ　レンガ

荒船風穴
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倉
庫
の
入
口
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で
す
。
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
明
治
五
年
と

い
う
文
字
は
、
近
代
日
本
を
支
え
た
富
岡

製
糸
場
が
開
設
さ
れ
た
年
な
ん
で
す
」

　
そ
う
熱
く
語
る
の
は
横
浜
シ
ル
ク
博
物

館
で
専
門
員
を
務
め
た
小
泉
勝
夫
さ
ん
。

今
回
は
小
泉
さ
ん
の
案
内
で
、
数
多
く
あ

る
〝
日
本
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
〟
の
一
部
を

た
ど
っ
て
み
た
。

　
旅
の
起
点
は
２
０
１
４
年
に
世
界
遺
産

に
指
定
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場
だ
。
明
治
初

期
、
日
本
の
主
力
輸
出
品
目
だ
っ
た
生
糸

の
品
質
向
上
と
増
産
を
目
指
し
て
設
立
さ

れ
た
富
岡
製
糸
場
に
は
、
西
欧
の
機
器
が

導
入
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
工
女
た

ち
は
フ
ラ
ン
ス
人
ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ナ
ら

か
ら
洋
式
の
機
械
製
糸
技
術
を
学
ん
だ
。

　
製
糸
場
の
フ
ル
稼
働
を
支
え
た
の
が
群

馬
県
西
部
に
あ
る
荒あ

ら
ふ
ね
ふ
う
け
つ

船
風
穴
を
は
じ
め
と

し
た
蚕
種
貯
蔵
施
設
だ
。
当
初
、
繭
は
年

１
回
し
か
生
産
で
き
な
か
っ
た
が
、
冷
風

群
馬
エ
リ
ア

近
代
日
本
の
経
済
発
展
を
リ
ー
ド
し
た
製
糸
業
。

特
に
高
品
質
な
生
糸
の
産
地
、
上
州（
群
馬
県
）
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
、
富
岡
製
糸
場
だ
。

area1
gunma

富岡製糸場

ブリュナ館。富岡製糸場の開設と工女の教育にあたったポール・ブリュナ
の年俸は当時の政府の最高職より高額！　立派な住宅は西洋風のレンガと
東洋風の瓦をうまく組み合わせた不思議な雰囲気。

まちなか周遊観光バス
富岡にはこんなカワイイ
電動バスが走っています。
100円で1日乗り放題！

倉賀野河岸の浮世絵
対岸に倉賀野河岸が描か
れている浮世絵です。烏川
には荷を積んだ船も見え
ますが、鉄道が開通するま
ではこんなふうに絹が積
み出されていたんですね。
出典：『木曽街道六拾九次』の
「十三　木曽街道倉賀野宿烏川之図」
所蔵：国立国会図書館

撮影協力：富岡市・富岡製糸場

富岡製糸場で働く工女たちも参拝したと
いう一之宮貫前神社で旅の安全を祈願。
参道は一度上ってから下ると
いう珍しい神社で、養蚕機織
の神様も祭られています。

拝殿横で売られていた
「無事かえる」がカワイイ!� 薄暗い繭倉庫のなかでは、

座繰りなどの繰糸が実演
されていました。糸がすべ
て巻き取られるとグロテス
クなサナギが出現。かわ
いい繭は、本当に虫がつ
くっているんだ。�

撮影協力：富岡市・富岡製糸場

ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
！

生
糸
の
ふ
る
さ
と
、

群
馬
を
旅
す
る一之宮貫

ぬきさき

前
神社



横
浜
開
港
で
変
化
し
た
絹
の
流
れ

　「
横
浜
が
開
港
し
た
の
は
１
８
５
９
（
安

政
６
）
年
で
、
現
在
の
大
桟
橋
入
口
の
『
イ

ギ
リ
ス
波
止
場
』
を
中
心
に
開
港
場
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
入
る
橋
に
関
所

が
あ
り
、
港
側
は
『
関
内
』
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
開
港
場
の
北
西
側
は
日
本
人

町
、
南
東
側
は
外
国
人
居
留
地
で
、
そ
の

１
番
地
跡
地
に
私
が
勤
め
て
い
た
シ
ル
ク

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
」と
語
る
小
泉
さ
ん
。

　
開
港
当
時
、
欧
州
で
は
蚕
の
伝
染
病
が

蔓
延
し
、
生
糸
不
足
に
陥
っ
て
い
た
。
中

国
は
日
本
以
上
の
生
糸
の
生
産
地
だ
っ
た

が
、
ア
ロ
ー
戦
争
な
ど
で
上
海
貿
易
は
停

止
し
て
お
り
、
貿
易
商
は
高
品
質
の
日
本

の
生
糸
を
買
い
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
横
浜
で
高
く
売
れ
る
」
と
評
判
に
な

り
、
国
内
の
生
糸
は
一
気
に
横
浜
に
集
ま

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
西
陣
な

ど
に
送
ら
れ
て
い
た
生
糸
は
、
年
に
よ
っ

近
代
日
本
と
世
界
を

つ
な
い
だ
港
町
、

横
浜
を
訪
ね
る

横
浜
エ
リ
ア

長
い
間
、欧
米
へ
輸
出
さ
れ
た
生
糸
の
99
％
以
上
は
横
浜
港
か
ら
積
み
出
さ
れ
て
い
た
。

シ
ル
ク
貿
易
の
拠
点
だ
っ
た
横
浜
に
は
、

開
港
か
ら
１
５
０
年
以
上
た
っ
た
今
も
当
時
の
面
影
が
各
所
に
残
さ
れ
て
い
る
。

area2
yokohama

象の鼻
イギリス波止場に設けられた防波堤は長く伸びたその形から「象の鼻」と呼ばれていました。
明治時代に賑わった象の鼻一帯は現在、公園として整備されています。
出典：「横浜海岸通之図」
所蔵：横浜開港資料館

「外国向けだからいいだろう」と粗悪な絹が持ち込まれることを防ぐため
に開設された生糸検査所は、地元の方から「キーケン」の愛称で親しまれ
ています。

海側の「関内」と陸側の
「関外」を隔てる吉田橋
は、いわばシルクロード
の終点。ここに関門を
置き、出入りを厳重に
チェックして、開港場の
治安を守っていました。

144年前、新橋－横浜間に日本最初の鉄道が
開通しました。その記念碑の下は車輪になっ
ていて、てっぺんには汽笛のオブジェがあり
ました。碑のすぐそばには葉書サイズほど
の小さな「駅長室跡の碑」が。

こ
れ
は
気
づ
く
人
が

少
な
い
か
も
。

生糸検査所

吉田橋関門

鉄
柵
が

繭
の
形
！

鉄道創業
の地
記念碑



桑
都
に
残
る
絹
産
業
の
面
影

　
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
に
着
い
て
最
初
に
向

か
っ
た
の
は
北
口
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
絹

の
舞
」
だ
。「
マ
ル
ベ
リ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
（
桑

の
橋
）」
と
名
づ
け
ら
れ
た
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
中
央
の
塔
に
絹
織
物
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
八
の
字
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
駅
か
ら
南
に
５
㎞
離
れ
た
鑓や

り
み
ず水

地
区
に

は
絹
産
業
で
栄
え
た
当
時
の
面
影
が
残
さ

れ
て
い
る
。
小
泉
さ
ん
は
「
八
王
子
市
絹

の
道
資
料
館
は
、生
糸
商
の
八や

ぎ
し
た

木
下
要よ

う

え
右
衛

門も
ん

屋
敷
跡
に
建
て
ら
れ
た
博
物
館
で
す
。

要
右
衛
門
の
母
屋
は
１
８
８
４
（
明
治
17
）

年
に
移
築
さ
れ
、
現
在
は
近
く
に
あ
る
永

泉
寺
本
堂
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
を

訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
見
学
し
て
く
だ
さ

い
」
と
見
ど
こ
ろ
を
説
明
す
る
。

　
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
か
ら
免
れ
、

残
さ
れ
た
貴
重
な
養
蚕
農
家
が
小
泉
家
屋

敷
だ
。
１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
に
建
て
ら

れ
た
入
母
屋
づ
く
り
茅か

や
ぶ
き葺

屋
根
の
民
家
は

裏
山
も
含
め
て
東
京
都
の
有
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
八
王
子
宿
に
集
め
ら
れ
た
絹
を
運
ん
だ

の
が
「
絹
の
道
」
だ
。
横
浜
に
至
る
ル
ー

ト
は
複
数
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
１
つ
、
御

殿
橋
の
た
も
と
か
ら
絹
の
道
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
る
大
塚
山
公
園
ま
で
の
区
間
は
市

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

八
王
子
エ
リ
ア

埼
玉
や
東
京
西
部
な
ど
で
生
産
さ
れ
た
生
糸
は
八
王
子
を
経
由
し
、

陸
路
で
横
浜
へ
と
運
ば
れ
て
い
た
。

「
桑
都
」と
も
呼
ば
れ
た
八
王
子
周
辺
に
も
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。

area3
hachioji

八王子道標
絹の道が大

おおぐりがわ

栗川を渡るところに建てられている
八王子道標を見ていると、ご近所の方が「昔、あ
そこのおうちで絹を織っていらっしゃったのよ」
と教えてくれました。

絹の道

小泉家屋敷

絹を輸出するとともに西洋から新しい文化が入って
きました。絹の道は西洋文明の道だったのです。

絹の道
資料館

八王子と横浜を結ぶ道
は起伏が多いので、馬の
背に乗せて絹を運んだ
そうです。こういう道っ
て、大好き。

右に並んでいるエレベー
ターは、東芝エレベータ
製。八王子駅を利用する
多くの人たちでフル稼働。

塔
は
八
王
子
城
を

模
し
た
と
の
こ
と
。

石
碑
の
文
字
が

欠
け
て
き
て
い

る
の
が
残
念
！

茅葺屋根の農家がまだ現役の住居として使われています。
入口でハヤトウリが売られていました。

も
う
ひ
と
つ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

八
王
子
か
ら
の
ル
ー
ト

見たのは初めて !どんなふうに料理するんだろう……。

絹の舞



column

07 2016 Vol.48

ザイロン
直径1.5㎜で軽自動車を吊り上げられる
ほどの強度を持つ。耐熱・難燃性にも優
れていて、コンクリート補強材、自転車ス
ポーク、各種防護服、レーシングカーなど
に使われている。

写真提供：東洋紡

衣
料
用
か
ら
産
業
用
へ
と
広
が
る

高
付
加
価
値
の
新
繊
維

鞠
谷 

雄
士
氏 

き
く
た
に
・
た
け
し

東
京
工
業
大
学 

物
質
理
工
学
院 

材
料
系 

教
授

て
は
大
半
が
横
浜
か
ら
海
外
に
送
ら
れ
、

国
内
の
絹
織
物
産
業
が
大
打
撃
を
受
け
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
当
初
は
水
運
・
陸
運
が
中
心
だ
っ
た
横

浜
へ
の
生
糸
輸
送
は
、１
８
７
２
（
明
治
５
）

年
に
新
橋

—

横
浜
間
の
鉄
道
が
開
通
す
る

と
、
徐
々
に
鉄
道
輸
送
へ
と
切
り
替
わ
っ

て
い
く
。
１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
ま
で
に

前
橋

—

品
川
間
が
全
通
し
た
こ
と
で
群
馬

と
横
浜
が
直
結
し
、〝
鉄
道
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
〟
が
生
糸
輸
送
の
主
役
と
な
っ
た
。

横
浜
に
今
も
残
る
絹
産
業
遺
産

　
全
国
各
地
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
絹
を
取

引
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
施
設
は
、
今

も
産
業
遺
産
と
し
て
横
浜
に
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
１
８
９
６
（
明
治
29
）
年
に

発
足
し
、
絹
の
品
質
を
検
定
し
た
横
浜
生

糸
検
査
所
（
現
在
は
横
浜
第
二
合
同
庁
舎
）
は
、

関
東
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
が
、
１
９

２
６
（
大
正
15
）
年
に
再
建
さ
れ
、
市
民

か
ら
は
「
キ
ー
ケ
ン
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
た
。
検
査
所
付
属
の
旧
帝
蚕
倉
庫
も
歴

史
的
建
造
物
と
し
て
横
浜
市
に
認
定
さ
れ
、

現
在
移
築
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
輸
出
を
行
う
際
に
は
貿
易
決
済
が
必
要

と
な
る
。
貿
易
金
融
と
外
国
為
替
に
特
化

し
た
横
浜
正し

ょ
う
き
ん金

銀
行
の
旧
本
店
も
明
治
を

代
表
す
る
洋
風
建
築
だ
。
現
在
は
神
奈
川

県
立
歴
史
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
。

　「
絹
の
輸
出
は
昭
和
に
入
っ
て
も
続
き

ま
し
た
。
昭
和
５
年
に
竣
工
し
た
北
太
平

洋
の
女
王
、氷
川
丸
は
、『
シ
ル
ク
ル
ー
ム
』

と
呼
ば
れ
る
絹
専
用
の
倉
庫
を
備
え
、『
シ

ル
ク
ラ
イ
ナ
ー
』と
も
称
さ
れ
ま
し
た
」（
小

泉
さ
ん
）。
氷
川
丸
は
今
も
山
下
公
園
前
に

係
留
さ
れ
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
繊
維
の
用
途
は
衣
料
用
か
ら
産
業
用
へ
と
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
な

ど
航
空
機
で
も
使
わ
れ
て
い
る
炭
素
繊
維
は
日
本
の
メ

ー
カ
ー
の
得
意
分
野
で
、
今
後
は
車
の
ボ
デ
ィ
や
近
未

来
の
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
、
用
途
が
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
繊
維
の
開
発
手
法
は
主
に
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
天
然
繊
維
の
模
倣
で
、
代
表
的
な
初
期
の
成
果

は
絹
の
肌
触
り
と
強
度
を
目
指
し
た
ナ
イ
ロ
ン
で
す
。

も
う
１
つ
は
、
高
分
子
科
学
で
強
度
の
理
論
予
測
を
行

い
、素
材
ベ
ー
ス
で
設
計
す
る
手
法
で
、ザ
イ
ロ
ン
が
そ

の
例
で
す
。
ザ
イ
ロ
ン
は
金
属
以
上
の
強
度
を
持
っ
て

い
て
、製
作
時
に
設
定
を
間
違
え
る
と
、糸
が
切
れ
る
の

で
は
な
く
機
械
の
方
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
ほ
ど
で
す
。

　
開
発
さ
れ
た
繊
維
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
も
重
要
で
、

実
は
こ
こ
が
日
本
の
メ
ー
カ
ー
の
弱
点
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
新
た

な
ス
ペ
ッ
ク
の
繊
維
を
開
発
す
る
よ
う
な
懐
の
深
い
体

制
を
と
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
技
術
的
な
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
を
活
か
し
て
日
本
を
支
え
る
産
業
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

生糸商標
富岡製糸場が横浜生糸市場で培ってきた
信用の証である生糸商標（大正期）。
所蔵：横浜開港資料館

岡倉天心の父親が支配人を務めていた福井藩の生糸販
売商館・石川屋の跡地に建てられました。

終着点は夕日を浴びた氷川丸。太平洋を越えていったシルクに思いを馳せながら小泉さんの説明を聞きました。

日本初の為替専門銀行は、今は歴史博物館に。

横浜正金銀行 
旧本店

横浜市開港
記念会館

氷川丸
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横
浜
開
港
で
変
化
し
た
絹
の
流
れ

　「
横
浜
が
開
港
し
た
の
は
１
８
５
９
（
安

政
６
）
年
で
、
現
在
の
大
桟
橋
入
口
の
『
イ

ギ
リ
ス
波
止
場
』
を
中
心
に
開
港
場
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
入
る
橋
に
関
所

が
あ
り
、
港
側
は
『
関
内
』
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
開
港
場
の
北
西
側
は
日
本
人

町
、
南
東
側
は
外
国
人
居
留
地
で
、
そ
の

１
番
地
跡
地
に
私
が
勤
め
て
い
た
シ
ル
ク

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
」と
語
る
小
泉
さ
ん
。

　
開
港
当
時
、
欧
州
で
は
蚕
の
伝
染
病
が

蔓
延
し
、
生
糸
不
足
に
陥
っ
て
い
た
。
中

国
は
日
本
以
上
の
生
糸
の
生
産
地
だ
っ
た

が
、
ア
ロ
ー
戦
争
な
ど
で
上
海
貿
易
は
停

止
し
て
お
り
、
貿
易
商
は
高
品
質
の
日
本

の
生
糸
を
買
い
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
横
浜
で
高
く
売
れ
る
」
と
評
判
に
な

り
、
国
内
の
生
糸
は
一
気
に
横
浜
に
集
ま

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
西
陣
な

ど
に
送
ら
れ
て
い
た
生
糸
は
、
年
に
よ
っ

近
代
日
本
と
世
界
を

つ
な
い
だ
港
町
、

横
浜
を
訪
ね
る

横
浜
エ
リ
ア

長
い
間
、欧
米
へ
輸
出
さ
れ
た
生
糸
の
99
％
以
上
は
横
浜
港
か
ら
積
み
出
さ
れ
て
い
た
。

シ
ル
ク
貿
易
の
拠
点
だ
っ
た
横
浜
に
は
、

開
港
か
ら
１
５
０
年
以
上
た
っ
た
今
も
当
時
の
面
影
が
各
所
に
残
さ
れ
て
い
る
。

area2
yokohama

象の鼻
イギリス波止場に設けられた防波堤は長く伸びたその形から「象の鼻」と呼ばれていました。
明治時代に賑わった象の鼻一帯は現在、公園として整備されています。
出典：「横浜海岸通之図」
所蔵：横浜開港資料館

「外国向けだからいいだろう」と粗悪な絹が持ち込まれることを防ぐため
に開設された生糸検査所は、地元の方から「キーケン」の愛称で親しまれ
ています。

海側の「関内」と陸側の
「関外」を隔てる吉田橋
は、いわばシルクロード
の終点。ここに関門を
置き、出入りを厳重に
チェックして、開港場の
治安を守っていました。

144年前、新橋−横浜間に日本最初の鉄道が
開通しました。その記念碑の下は車輪になっ
ていて、てっぺんには汽笛のオブジェがあり
ました。碑のすぐそばには葉書サイズほど
の小さな「駅長室跡の碑」が。

こ
れ
は
気
づ
く
人
が

少
な
い
か
も
。

生糸検査所

吉田橋関門

鉄
柵
が

繭
の
形
！

鉄道創業
の地
記念碑
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くせ・ひろひと●1951年
東京生まれ。専攻はロジス
ティクス論。江戸時代以降
の都市生活と物流の相互関
係も研究している。1981
年、早稲田大学大学院博士
課程修了（工学博士）。同年、
日本国土開発㈱入社。東京
商船大学助教授、同大学教
授を経て、大学統合により東
京海洋大学教授。2006 ～
2009年東京海洋大学理事
副学長。2014年より現職。

東京海洋大学 名誉教授
流通経済大学 流通情報学部 教授

苦瀬 博仁氏

物流の歴史的変遷
と将来像

水運から鉄道へと変化した
貨物輸送

　日本で全国規模の安定した物流が行われる
ようになったのは江戸時代です。それまでも
長距離輸送はありましたが、安定供給にはほ
ど遠いものでした。当時、物流の主役は水運
でした。大型廻船が海岸沿いに大量の荷物を
運び、河川を行き来する小舟が内陸部への輸
送を担当したのですが、川にはどうしてもそ
れ以上進めない地点があります。そこは馬な
どへの積み替えを行う物資の集積地として栄
えました。生糸の積み出しで賑わった倉賀野
河岸もそのひとつです。
　明治に入ると、富国強兵のもとで鉄道が建
設されます。軍事面では沿岸拠点への路線が
整備された一方で、主要輸出品の生糸を運ぶ
路線が建設されるなど、経済面でも整備が進
められました。日本最初の鉄道である新橋－
横浜も貨物輸送が大きな目的のひとつです。
当時、遠距離通勤をする人はいないので、生
産地と都市圏、港を結ぶ鉄道路線は主に産業
用として使われていたのです。
　絹の産地を結ぶ両毛線も産業用路線の典型
です。五街道（※1）を見るとわかるように、
一般的に交通網は首都から放射状に整備され
ます。それに対して、両毛線のように地方を
横断する路線は、まさに物資輸送が目的だっ
たと考えられるわけです。
※1：東海道、中山道、甲州街道、日光街道、奥州街道を指す。

物資だけではなく文化も運ぶ

　近年、鯖
さば

街道（※2）など陸路の物流ルート
も脚光を浴びています。しかし、これらは「物
資を運ぶ」とともに「文化を運ぶ」という側
面も大きいと考えられます。例えば、山形県
酒田市のひな祭りは、京都の文化が伝わった
ものだと考えられますが、このように祭りや
文化が離れた地域で花開くのは物流があって
こそ。文化は材料や商品が動くことで初めて
形になるんです。
　文化を突き詰めると神事になります。伊勢
の遷宮などは、運ぶことがそのまま神事に
なっています。東大寺のお水取りもそうで、
神事として「水の輸送」が行われています。
※2：福井県若狭地方と京都を結ぶ街道の総称。特に鯖が
多く運搬されたため、鯖街道と呼ばれる。

少子高齢化、災害対策、システム
輸出が将来像を語るキーワード

　物流の将来像を語るキーワードのうち、1
つ目は少子高齢化です。現在、宅配は玄関ド
アまで来ていますが、今後は部屋のなかまで
荷物が届くシステムが考えられます。今でも
ケータリングなどのサービスは室内に入り込
んでいて、介護を視野に入れると寝室まで食
事を配達するのは自然なことです。海外では
郵便配達に空気圧を利用した気送管が使われ
たこともありましたが、そういう時代が再び
訪れるかもしれません。

　2 つ目は災害対策です。今、東京で直下型
地震が起きると首都圏の 3000万人が被災
します。近所のコンビニを冷蔵庫代わりにし
ている人も多いのですが、物流が止まると食
料も水もあっという間に枯渇します。災害に
備えた備蓄や、建物の改修を含めた流通ルー
トの再整備が必要です。
　3つ目はシステム輸出です。現在、日本の
ロジスティクス（※3）は世界でナンバーワン
です。1日 3 回、コンビニにサンドイッチが
配送されるのは、世界的にもとてつもないこ
とです。こうした素晴らしいシステムをぜひ
海外に輸出したいですね。
※3：原材料の調達から生産・販売に至るまでの物流の全体
を最適化すること。

◆気送管システム
19世紀末に使われていた気送管システム（上が送受信機、
下が郵便物を封入する容器）。ロンドンやニューヨークで
郵便局の間などに張り巡らされていた。
出典：“American Engineer, Car Builder and Railroad Journal”（1897年）

◆東京名所之内新橋ステンシヨン蒸汽車鉄道図
貨物駅に運び込まれる荷物と貨車が描かれている鉄道錦絵。新橋－横浜間の貨物輸送の様子を示す貴重な資料。

所蔵：物流博物館
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桑
都
に
残
る
絹
産
業
の
面
影

　
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
に
着
い
て
最
初
に
向

か
っ
た
の
は
北
口
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
絹

の
舞
」
だ
。「
マ
ル
ベ
リ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
（
桑

の
橋
）」
と
名
づ
け
ら
れ
た
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
中
央
の
塔
に
絹
織
物
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
八
の
字
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
駅
か
ら
南
に
５
㎞
離
れ
た
鑓や

り
み
ず水

地
区
に

は
絹
産
業
で
栄
え
た
当
時
の
面
影
が
残
さ

れ
て
い
る
。
小
泉
さ
ん
は
「
八
王
子
市
絹

の
道
資
料
館
は
、生
糸
商
の
八や

ぎ
し
た

木
下
要よ

う

え
右
衛

門も
ん

屋
敷
跡
に
建
て
ら
れ
た
博
物
館
で
す
。

要
右
衛
門
の
母
屋
は
１
８
８
４
（
明
治
17
）

年
に
移
築
さ
れ
、
現
在
は
近
く
に
あ
る
永

泉
寺
本
堂
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
を

訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
見
学
し
て
く
だ
さ

い
」
と
見
ど
こ
ろ
を
説
明
す
る
。

　
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
か
ら
免
れ
、

残
さ
れ
た
貴
重
な
養
蚕
農
家
が
小
泉
家
屋

敷
だ
。
１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
に
建
て
ら

れ
た
入
母
屋
づ
く
り
茅か

や
ぶ
き葺

屋
根
の
民
家
は

裏
山
も
含
め
て
東
京
都
の
有
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
八
王
子
宿
に
集
め
ら
れ
た
絹
を
運
ん
だ

の
が
「
絹
の
道
」
だ
。
横
浜
に
至
る
ル
ー

ト
は
複
数
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
１
つ
、
御

殿
橋
の
た
も
と
か
ら
絹
の
道
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
る
大
塚
山
公
園
ま
で
の
区
間
は
市

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

八
王
子
エ
リ
ア

埼
玉
や
東
京
西
部
な
ど
で
生
産
さ
れ
た
生
糸
は
八
王
子
を
経
由
し
、

陸
路
で
横
浜
へ
と
運
ば
れ
て
い
た
。

「
桑
都
」と
も
呼
ば
れ
た
八
王
子
周
辺
に
も
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。

area3
hachioji

八王子道標
絹の道が大

おおぐりがわ

栗川を渡るところに建てられている
八王子道標を見ていると、ご近所の方が「昔、あ
そこのおうちで絹を織っていらっしゃったのよ」
と教えてくれました。

絹の道

小泉家屋敷

絹を輸出するとともに西洋から新しい文化が入って
きました。絹の道は西洋文明の道だったのです。

絹の道
資料館

八王子と横浜を結ぶ道
は起伏が多いので、馬の
背に乗せて絹を運んだ
そうです。こういう道っ
て、大好き。

右に並んでいるエレベー
ターは、東芝エレベータ
製。八王子駅を利用する
多くの人たちでフル稼働。

塔
は
八
王
子
城
を

模
し
た
と
の
こ
と
。

石
碑
の
文
字
が

欠
け
て
き
て
い

る
の
が
残
念
！

茅葺屋根の農家がまだ現役の住居として使われています。
入口でハヤトウリが売られていました。

も
う
ひ
と
つ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

八
王
子
か
ら
の
ル
ー
ト

見たのは初めて !どんなふうに料理するんだろう……。

絹の舞



Q
か
ご
と
乗
り
場
の
す
き
ま
に

鍵
を
落
と
し
た
時
は
ど
う
す
る
？

Q
ド
ア
が
閉
じ
か
け
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

乗
ろ
う
と
す
る
と
ド
ア
が
開
き
ま
す
が
、

 
  何

を
感
知
し
て
い
る
？

A
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
上
り
と

下
り
は
、
到
着
音
で
も
判

別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

到
着
音
は
２
音
で
構
成
さ
れ
、
２

音
め
が
１
音
め
よ
り
も
高
い
場
合

は
上
り
、
低
い
場
合
は
下
り
で
す
。

Q
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
上
り
／
下
り
は
、

点
灯
し
た
ラ
イ
ト
以
外
に
も
判
別
で
き
る
？

しきい間すきまレス 従来機種

スマートドア

A
ド
ア
に
は
さ
ま
れ
る

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
「
ド
ア

セ
フ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
機

能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
機
能
は
機
械
式
と
電
気
式

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
機

械
式
は
、
閉
じ
つ
つ
あ
る
ド

ア
に
人
体
な
ど
が
接
触
す
る

こ
と
が
ド
ア
反
転
の
引
き
金

に
な
る
の
に
対
し
て
、
電
気

式
は
ド
ア
に
組
み
込
ま
れ
た

赤
外
線
セ
ン
サ
ー
が
人
体
な

ど
を
感
知
し
、
閉
ま
り
か
け

た
ド
ア
を
再
び
開
く
方
式
で

す
。

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
は

さ
ま
れ
事
故
を
防
止
す
る
こ

う
し
た
安
全
機
構
を
さ
ら
に

一
歩
推
し
進
め
、
乗
り
場
付

近
に
い
る
人
の
動
く
方
向
を

判
定
し
て
ド
ア
の
開
閉
を
行

う
「
ス
マ
ー
ト
ド
ア
」
を
開

発
し
ま
し
た
。「
ス
マ
ー
ト
ド

ア
」
に
は
先
進
の
画
像
解
析

技
術
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、

ド
ア
に
向
か
っ
て
く
る
人
が

い
た
ら
乗
客
と
判
断
し
て
ド

ア
を
開
け
た
ま
ま
待
機
す
る

の
に
対
し
て
、
ド
ア
の
前
を

素
通
り
す
る
人
が
い
た
ら
、

通
行
人
と
判
断
し
て
ド
ア
を

閉
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

は
さ
ま
れ
事
故
を
防
止
す
る

だ
け
で
な
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
停
車
時
間
を
短
縮
し
て
、

効
率
の
よ
い
運
転
を
実
現
し

ま
す
。

A
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
安
心
し
て
乗
り
降
り
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ド
ア
が
開

く
の
と
ほ
ぼ
同
時
に
す
き
ま
を
ふ

さ
ぐ
「
し
き
い
間
す
き
ま
レ
ス
」

機
能
を
業
界
で
初
め
て
開
発
。
こ

の
機
能
を
標
準
で
搭
載
し
た
最
新

機
種
で
は
こ
う
し
た
心
配
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　
一
般
的
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、

か
ご
と
乗
り
場
の
す
き
ま
が
1

〜
3
㎝
程
度
空
い
て
い
ま
す
。
万

が
一
こ
の
す
き
ま
に
物
を
落
と
し

た
場
合
は
、
建
物
の
管
理
者
や
所

有
者
に
連
絡
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

管
理
会
社
の
保
守
作
業
員
に
対
処

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

乗 り 場 の

不 思 議

エレベーターの
不 思 議

知 っ て る よ う で 知 ら な い ⁉

便利な移動手段として、ふだん何気なく利用しているエレベーター。
しかし、エレベーターの細部まで注意して見てみると、意外と知らないことが多いのではないでしょうか。

今回は、知っているようで知らないエレベーターの雑学をご紹介します。

ドアに向かっている人は
乗車意思ありと判断し、
ドアを閉めずに待機

ドアの前を素通りする人
は乗車意思なしと判断し、
ドアを閉める
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Q
か
ご
室
の
正
面
壁
面
に

設
置
さ
れ
た
大
き
な
鏡
は

　
　
　何
が
目
的
？

Q
操
作
盤
に
鏡
が
設
置
さ
れ
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
見
か
け
ま
し
た
が
、こ
れ
は
何
の
た
め
？

Q
知
人
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
訪
問
し
た
ら
、

か
ご
室
の
正
面
下
部
に
扉
が
あ
る
の
を

　
　
　発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
っ
て
何
で
す
か
？

液晶インジケーター
色覚の個人差を考慮し
た色が採用されている

凸文字ボタン
階数とボタン枠が盛り上がっている
ため、視覚障がい者でも押しやすい

Q
操
作
盤
の
ボ
タ
ン
の
一
部
は

な
ぜ
盛
り
上
が
っ
て
い
る
？

A
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
で
も

ボ
タ
ン
を
押
し
や
す
く
す
る

た
め
に
、
最
近
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
、

階
数
と
ボ
タ
ン
枠
を
盛
り
上
げ
た
凸

文
字
ボ
タ
ン
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
多
く
の
人
が
利

用
し
ま
す
の
で
、
誰
で
も
使
い
や
す
く

す
る
た
め
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
凸
文
字
ボ
タ

ン
以
外
に
も
、
例
え
ば
、
操
作
盤
に
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
つ
け
た
り
、
手
す
り
に

丸
み
を
つ
け
た
り
、
液
晶
イ
ン
ジ
ケ
ー

タ
ー
表
示
の
色
を
黄
色
系
に
し
た
り

し
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

A
車
い
す
を
使
用
さ
れ
る
方
が

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
降
り

す
る
際
、
出
入
り
口
付
近
の
状
態
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
か

ご
内
が
混
ん
で
い
る
と
車
い
す
を
回

転
で
き
ず
、
後
ろ
向
き
の
ま
ま
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
か
ご
室
の
正
面

壁
面
に
大
き
な
鏡
が
設
置
さ
れ
て
い

れ
ば
、
車
い
す
を
使
用
さ
れ
る
方
は
、

こ
う
し
た
時
で
も
後
方
を
確
認
で
き

ま
す
。

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
こ
の
ミ
ラ
ー

の
な
か
に
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
映
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て

サ
イ
ネ
ー
ジ
と
し
て
利
用
で
き
る
「
ミ

ラ
ー
サ
イ
ネ
ー
ジ
」
を
開
発
。
映
像
に

は
い
ろ
い
ろ
な
演
出
を
加
え
ら
れ
る

た
め
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
者
は
乗

っ
て
い
る
時
間
を
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
（
※
）。

※
2
0
1
6
年
1
月
に
販
売
を
開
始
し
た
標
準
形
マ

シ
ン
ル
ー
ム
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「
S
P
A
C
E
L-

G
R
Ⅱ
」
に
搭
載
の
有
償
付
加
仕
様
で
す
。

A
操
作
盤
の
前
に
立
た
れ
た

方
が
、
振
り
向
か
ず
に
背

後
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
が
開

発
し
た
最
新
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は

こ
の
鏡
が
標
準
装
備
さ
れ
て
お
り
、

「
広
角
ミ
ラ
ー
付
操
作
盤
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
か
ご
室
の
内
部
に
は
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
映
像
は
１
週
間
程

度
保
存
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
は
こ
の
カ
メ
ラ
を
通
し
て
か

ご
内
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。A

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
等
を
運
搬
す
る
ト
ラ
ン
ク
ス
ペ
ー

ス
で
す
。
積
載
量
６
０
０
㎏
、
定
員
９
名
の
住
宅
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
、
こ
れ
ら
の
運
搬
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
た
め
に
、
ト
ラ
ン
ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
通
常
、
ト
ラ
ン
ク
ス
ペ
ー
ス
の
扉
に
は
鍵
が
か
か
っ
て
お

り
、
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
緊
急
時
に

は
、
解
錠
し
て
扉
を
開
け
れ
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ
ー
を
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
扉
の
鍵
は
通
常
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
人
室
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
０
３
年
10
月
以
降
の
新
設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、
鍵
が
メ

ー
カ
ー
を
問
わ
ず
に
共
通
化
さ
れ
、
救
急
隊
員
の
所
持
す
る
鍵
で
解
錠
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か ご 室 の

不 思 議

広角ミラー付操作盤

ミラーサイネージ
ミラーのなかから映像が浮かび
上がっては消えていく

トランクスペース
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Q
か
ご
と
乗
り
場
の
す
き
ま
に

鍵
を
落
と
し
た
時
は
ど
う
す
る
？

Q
ド
ア
が
閉
じ
か
け
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

乗
ろ
う
と
す
る
と
ド
ア
が
開
き
ま
す
が
、

	
		何

を
感
知
し
て
い
る
？

A
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
上
り
と

下
り
は
、
到
着
音
で
も
判

別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

到
着
音
は
２
音
で
構
成
さ
れ
、
２

音
め
が
１
音
め
よ
り
も
高
い
場
合

は
上
り
、
低
い
場
合
は
下
り
で
す
。

Q
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
上
り
／
下
り
は
、

点
灯
し
た
ラ
イ
ト
以
外
に
も
判
別
で
き
る
？

しきい間すきまレス 従来機種

スマートドア

A
ド
ア
に
は
さ
ま
れ
る

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
「
ド
ア

セ
フ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
機

能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
機
能
は
機
械
式
と
電
気
式

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
機

械
式
は
、
閉
じ
つ
つ
あ
る
ド

ア
に
人
体
な
ど
が
接
触
す
る

こ
と
が
ド
ア
反
転
の
引
き
金

に
な
る
の
に
対
し
て
、
電
気

式
は
ド
ア
に
組
み
込
ま
れ
た

赤
外
線
セ
ン
サ
ー
が
人
体
な

ど
を
感
知
し
、
閉
ま
り
か
け

た
ド
ア
を
再
び
開
く
方
式
で

す
。

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
は

さ
ま
れ
事
故
を
防
止
す
る
こ

う
し
た
安
全
機
構
を
さ
ら
に

一
歩
推
し
進
め
、
乗
り
場
付

近
に
い
る
人
の
動
く
方
向
を

判
定
し
て
ド
ア
の
開
閉
を
行

う
「
ス
マ
ー
ト
ド
ア
」
を
開

発
し
ま
し
た
。「
ス
マ
ー
ト
ド

ア
」
に
は
先
進
の
画
像
解
析

技
術
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、

ド
ア
に
向
か
っ
て
く
る
人
が

い
た
ら
乗
客
と
判
断
し
て
ド

ア
を
開
け
た
ま
ま
待
機
す
る

の
に
対
し
て
、
ド
ア
の
前
を

素
通
り
す
る
人
が
い
た
ら
、

通
行
人
と
判
断
し
て
ド
ア
を

閉
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

は
さ
ま
れ
事
故
を
防
止
す
る

だ
け
で
な
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
停
車
時
間
を
短
縮
し
て
、

効
率
の
よ
い
運
転
を
実
現
し

ま
す
。

A
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
安
心
し
て
乗
り
降
り
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ド
ア
が
開

く
の
と
ほ
ぼ
同
時
に
す
き
ま
を
ふ

さ
ぐ
「
し
き
い
間
す
き
ま
レ
ス
」

機
能
を
業
界
で
初
め
て
開
発
。
こ

の
機
能
を
標
準
で
搭
載
し
た
最
新

機
種
で
は
こ
う
し
た
心
配
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　
一
般
的
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、

か
ご
と
乗
り
場
の
す
き
ま
が
1

〜
3
㎝
程
度
空
い
て
い
ま
す
。
万

が
一
こ
の
す
き
ま
に
物
を
落
と
し

た
場
合
は
、
建
物
の
管
理
者
や
所

有
者
に
連
絡
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

管
理
会
社
の
保
守
作
業
員
に
対
処

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

乗 り 場 の

不 思 議

エレベーターの
不 思 議

知 っ て る よ う で 知 ら な い ⁉

便利な移動手段として、ふだん何気なく利用しているエレベーター。
しかし、エレベーターの細部まで注意して見てみると、意外と知らないことが多いのではないでしょうか。

今回は、知っているようで知らないエレベーターの雑学をご紹介します。

ドアに向かっている人は
乗車意思ありと判断し、
ドアを閉めずに待機

ドアの前を素通りする人
は乗車意思なしと判断し、
ドアを閉める



通常の操作盤と側面操作盤

Q
か
ご
内
側
面
に
設
置
さ
れ
た
操
作
盤
は
、

通
常
の
操
作
盤
と
違
い
が
あ
る
？

Q
定
員
オ
ー
バ
ー
に
な
る
と
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
ま
す
が
、

ど
う
い
う
仕
組
み
？

Q
映
画
に
は
時
々
、
か
ご
室
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
が

天
井
の
救
出
口
か
ら
脱
出
す
る
シ
ー
ン
が
出
て
き
ま
す
。

　
　
　い
ざ
と
い
う
時
は
そ
う
や
っ
て
避
難
で
き
る
？

A
実
は
、
ド
ア
の
開
閉
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

か
ご
内
側
面
の
操
作
盤
は
、
車
い
す
利
用

者
が
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
操
作
盤
の
ボ
タ
ン
を
使
っ
て
ド
ア

を
開
閉
す
る
と
、
ド
ア
の
開
時
間
が
通
常
よ
り
長
く

な
り
ま
す
。

A
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
床
下
に

は
、
積
載
量
を
計
測
す

る
セ
ン
サ
ー
が
組
み
込
ま
れ
て
い

て
、
そ
の
上
限
を
超
え
る
と
ブ
ザ

ー
が
鳴
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
床
下
は
一

種
の
巨
大
な
〝
体
重
計
〞
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

い
い
で
し
ょ
う
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
「
○
人
乗

り
」
と
い
う
定
員
が
表
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
数
字
は
あ
く
ま
で
目
安
に
過

ぎ
ず
、
正
確
に
は
積
載
量
で
カ
ウ

ン
ト
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
セ
ン

サ
ー
の
周
り
に
乗
る
人
が
偏
っ
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
定
員
に
達
し

な
く
て
も
ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
あ
た
り
の
重
さ
は
、
当
然
、

性
別
、
年
齢
、
服
装
、
荷
物
な
ど

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
日

本
で
は
定
員
１
人
を
65
㎏
と
見
な

し
て
積
載
量
の
上
限
を
定
め
て
い

ま
す
。
一
方
、
欧
州
で
は
、
定
員

１
人
を
75
㎏
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
日
本
と
欧
州
で
一
人
あ
た

り
の
重
さ
の
基
準
値
が
異
な
る
の

は
、
平
均
体
重
が
違
う
か
ら
で
す
。

A
乗
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
天

井
に
は
、
確
か
に
救
出
口

が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
現
在
は
救
出
口
が
な
い

も
の
が
多
い
で
す
。
救
出
す
る
際

は
、
天
井
の
救
出
口
を
使
用
す
る

よ
り
安
全
性
の
高
い
方
法
が
取
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
最
寄
り
階
ま
で
動
か
し
、
乗

降
用
の
ド
ア
を
人
の
手
で
開
け
て

救
出
し
ま
す
。

　
天
井
に
救
出
口
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
外
か
ら
鍵
が
か
け
ら

れ
て
い
て
、
か
ご
の
な
か
か
ら
は

開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
映
画
の
よ
う

に
、
こ
の
救
出
口
か
ら
自
力
で
か

ご
の
外
に
出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
仕
様
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
救
出
口
か
ら
か
ご
の
外

に
出
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
塔
内
に

誤
っ
て
転
落
す
る
恐
れ
を
な
く
す

た
め
で
す
。

　
万
が
一
か
ご
の
外
に
出
ら
れ
た

と
し
て
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停

止
位
置
に
よ
っ
て
は
塔
内
か
ら
脱

出
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

救
助
隊
員
か
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
管
理

会
社
の
社
員
が
到
着
す
る
の
を
か

ご
内
で
冷
静
に
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
非
常
ボ
タ
ン
は

ど
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
？

A
一
般
的
に
は
建
物
の
管
理

人
室
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
が
、
遠
隔
監
視
の
保
守
契
約
を
結

ん
で
い
る
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
状
態
を
24
時
間
、
３
６
５
日
監
視

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー

と
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
異
常
や
閉
じ
込
め
な

ど
が
発
生
し
て
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

管
理
会
社
の
社
員
が
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

東芝エレベータ 東日本サービス情報センター

か ご 室 の
不 思 議

同じ人々がエレベーターに乗っていたとしても、
センサーの周りに偏って乗っていると、ブザー
が鳴ってしまうことがある

ブブー
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Q
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
作
業
者
は
、

定
期
点
検
の
際
、何
項
目
ぐ
ら
い

        

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
？

A
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
点
検
は

一
般
的
に
、
遠
隔
監
視
・

診
断
と
専
門
の
保
守
作
業
者
に
よ

る
定
期
点
検
の
組
み
合
わ
せ
で
行

わ
れ
て
お
り
、
定
期
点
検
時
の
チ

ェ
ッ
ク
項
目
は
約
４
０
０
点
に
も

上
り
ま
す
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で

は
、
点
検
作
業
の
効
率
化
と
運
転

停
止
時
間
の
削
減
を
図
る
た
め
に
、

点
検
作
業
の
一
部
を
、
か
ご
の
各

部
に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
に
代
行

さ
せ
る
技
術
を
開
発
。
複
数
の
セ

ン
サ
ー
か
ら
収
集
し
た
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
正
常

／
異
常
を
総
合
的
に
判
別
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
点
検
の
報
告
書
を

よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
作
成
す
る
た

め
に
、
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
も
開

発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
保
守
作

業
者
が
音
声
で
点
検
内
容
や
状
況

を
録
音
す
る
と
、
文
字
に
変
換
さ

れ
て
保
守
管
理
シ
ス
テ
ム
に
送
ら

れ
、
定
期
点
検
報
告
書
を
自
動
で

作
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

映
画
に
登
場
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

現
実
と
別
世
界
を
つ
な
ぐ
「
夢
の
扉
」

前
田 

有
一
氏

ま
え
だ
・
ゆ
う
い
ち

映
画
批
評
家

　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
『
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ラ
ン
ド
』
で
は
、
１
９
６

４
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
デ
ィ
ズ
ニ
ー
館
の
「
イ
ッ
ツ
・
ア
・

ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
」
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
、
未
来
都
市
ト
ゥ

モ
ロ
ー
ラ
ン
ド
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
映
画
に
お
け
る

典
型
的
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
役
割
は
こ
れ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
は
「
ド
ア
」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
未
来
」

「
非
日
常
」
な
ど
な
ど
。
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
、
誰
も
が
思
い
浮

か
べ
る
「
密
室
性
」
は
、
あ
ま
り
に
も
表
層
的
で
す
ね
。

　
多
く
の
映
画
監
督
は
、
限
ら
れ
た
条
件
の
な
か
、
ど
れ
だ
け

非
日
常
的
で
、
同
時
に
絵
空
事
で
は
な
い
物
語
を
描
く
か
に

心
血
を
注
ぎ
ま
す
。
そ
の
た
め
の
仕
掛
け
と
し
て
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ほ
ど
優
れ
た
道
具
は
な
か
な
か
想
像
で
き
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
少
し
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
機
械
が
お
そ
ろ
し
く
不
思
議
な

乗
り
物
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
度
閉
じ
た
扉
が
再

び
開
く
と
、
そ
こ
に
現
れ
る
の
は
乗
り
込
ん
だ
時
と
は
ま
る
で

別
の
空
間
、
新
し
い
世
界
な
ん
で
す
よ
。
一
種
の
魔
法
の
よ
う

な
こ
と
が
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
私

た
ち
は
日
常
的
に
、
そ
ん
な
魔
法
を
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
と

し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
の
『
ト
ー
タ
ル
・
リ
コ
ー
ル
』
に
は
、
地
球
の

核
を
通
過
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
を
直
結
す
る

「
ザ
・
フ
ォ
ー
ル
」
と
い
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
登
場
し
ま
す
し
、

『
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
２
』
で
は
ク
モ
の
糸
を
出
せ
な
く
な
っ
た

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
が
、
地
上
に
降
り
る
た
め
に
一
般
人
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
同
乗
す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ

の
「
魔
法
の
箱
」
は
ス
ー
パ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
日
常
生
活
の

ど
ち
ら
に
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
ん
な
小
道
具
が
、
映
画
監
督
た
ち
の
想
像
力
を
強
烈
に

刺
激
す
る
の
は
当
然
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
機
械
は
実
際
、
本

当
に
多
く
の
こ
こ
ぞ
と
い
う
シ
ー
ン
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
移
動
手
段
で
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
映
画
の
な
か
で
つ
な

い
で
い
る
の
は
現
実
と
別
世
界
。
そ
れ
は
間
違
い
な
く
「
夢
の

扉
」
な
ん
で
す
。

co
lum

n

Q
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
速
度
は
、

 

だ
い
た
い
ど
れ
ぐ
ら
い
？

A
実
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
速
度
は
国
土
交
通
省
告

示
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、勾
配
が

８
～
30
度
以
下
の
場
合
で
分
速
45

ｍ
以
下
で
す
。
法
律
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
、
速
度
は
自
由
に
設
定
で

き
ま
す
が
、
こ
の
勾
配
で
は
通
常

分
速
30
ｍ
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
急
ぐ
人
が
多
い
駅
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
、
イ
ン
バ
ー

タ
ー
制
御
で
よ
り
高
速
に
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
最

新
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
は
、
踏
段

の
先
端
角
部
に
緩
衝
素
材
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
け
が

の
軽
減
や
重
篤
化
の
防
止
が
目
的

で
す
が
、
踏
段
の
上
に
立
ち
止
ま

り
、
手
す
り
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
の
安
全
対

策
な
の
で
、
そ
の
点
は
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

緩衝踏段

定 期 点 検 の

不 思 議

エスカレーターの

不 思 議

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

つ
ぶ
や
く

保
守
作
業
員

音声データ

文字データ

音声認識システム

点検結果／報告事項

保守管理システム

定期点検
報告書

自
動
作
成

スマートフォンスマートフォン

音声認識結果

通常の操作盤と側面操作盤

12

Q
か
ご
内
側
面
に
設
置
さ
れ
た
操
作
盤
は
、

通
常
の
操
作
盤
と
違
い
が
あ
る
？

Q
定
員
オ
ー
バ
ー
に
な
る
と
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
ま
す
が
、

ど
う
い
う
仕
組
み
？

Q
映
画
に
は
時
々
、
か
ご
室
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
が

天
井
の
救
出
口
か
ら
脱
出
す
る
シ
ー
ン
が
出
て
き
ま
す
。

　
　
　い
ざ
と
い
う
時
は
そ
う
や
っ
て
避
難
で
き
る
？

A
実
は
、
ド
ア
の
開
閉
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

か
ご
内
側
面
の
操
作
盤
は
、
車
い
す
利
用

者
が
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
操
作
盤
の
ボ
タ
ン
を
使
っ
て
ド
ア

を
開
閉
す
る
と
、
ド
ア
の
開
時
間
が
通
常
よ
り
長
く

な
り
ま
す
。

A
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
床
下
に

は
、
積
載
量
を
計
測
す

る
セ
ン
サ
ー
が
組
み
込
ま
れ
て
い

て
、
そ
の
上
限
を
超
え
る
と
ブ
ザ

ー
が
鳴
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
床
下
は
一

種
の
巨
大
な
〝
体
重
計
〟
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

い
い
で
し
ょ
う
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
「
○
人
乗

り
」
と
い
う
定
員
が
表
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
数
字
は
あ
く
ま
で
目
安
に
過

ぎ
ず
、
正
確
に
は
積
載
量
で
カ
ウ

ン
ト
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
セ
ン

サ
ー
の
周
り
に
乗
る
人
が
偏
っ
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
定
員
に
達
し

な
く
て
も
ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
あ
た
り
の
重
さ
は
、
当
然
、

性
別
、
年
齢
、
服
装
、
荷
物
な
ど

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
日

本
で
は
定
員
１
人
を
65
㎏
と
見
な

し
て
積
載
量
の
上
限
を
定
め
て
い

ま
す
。
一
方
、
欧
州
で
は
、
定
員

１
人
を
75
㎏
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
日
本
と
欧
州
で
一
人
あ
た

り
の
重
さ
の
基
準
値
が
異
な
る
の

は
、
平
均
体
重
が
違
う
か
ら
で
す
。

A
乗
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
天

井
に
は
、
確
か
に
救
出
口

が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
現
在
は
救
出
口
が
な
い

も
の
が
多
い
で
す
。
救
出
す
る
際

は
、
天
井
の
救
出
口
を
使
用
す
る

よ
り
安
全
性
の
高
い
方
法
が
取
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
最
寄
り
階
ま
で
動
か
し
、
乗

降
用
の
ド
ア
を
人
の
手
で
開
け
て

救
出
し
ま
す
。

　
天
井
に
救
出
口
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
外
か
ら
鍵
が
か
け
ら

れ
て
い
て
、
か
ご
の
な
か
か
ら
は

開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
映
画
の
よ
う

に
、
こ
の
救
出
口
か
ら
自
力
で
か

ご
の
外
に
出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
仕
様
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
救
出
口
か
ら
か
ご
の
外

に
出
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
塔
内
に

誤
っ
て
転
落
す
る
恐
れ
を
な
く
す

た
め
で
す
。

　
万
が
一
か
ご
の
外
に
出
ら
れ
た

と
し
て
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停

止
位
置
に
よ
っ
て
は
塔
内
か
ら
脱

出
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

救
助
隊
員
か
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
管
理

会
社
の
社
員
が
到
着
す
る
の
を
か

ご
内
で
冷
静
に
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
非
常
ボ
タ
ン
は

ど
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
？

A
一
般
的
に
は
建
物
の
管
理

人
室
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
が
、
遠
隔
監
視
の
保
守
契
約
を
結

ん
で
い
る
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
状
態
を
24
時
間
、
３
６
５
日
監
視

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー

と
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
異
常
や
閉
じ
込
め
な

ど
が
発
生
し
て
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

管
理
会
社
の
社
員
が
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

東芝エレベータ 東日本サービス情報センター

か ご 室 の
不 思 議

同じ人々がエレベーターに乗っていたとしても、
センサーの周りに偏って乗っていると、ブザー
が鳴ってしまうことがある

ブブー



飯
田
橋
は
舟
運
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
っ
た

　
今
回
の
ス
タ
ー
ト
地
点
の
Ｊ
Ｒ

飯
田
橋
西
口
近
く
に
あ
る
牛
込
見

附
跡
の
石
垣
は
江
戸
時
代
の
遺
構

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
。

私
も
大
好
き
で
し
げ
し
げ
と
眺
め

て
い
た
の
で
す
が
、「
も
っ
と
面
白

い
も
の
が
あ
る
よ
」
と
師
匠
。
つ
い

て
行
っ
て
み
る
と
…
…
わ
っ
！

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
段
差
の
あ
る
水

路
が
!?

　
こ
れ
は
江
戸
城
外
堀
（
神

田
川
）
の
余
り
水
を
落
と
し
て
い
た

場
所
。
こ
こ
を
境
に
上
流
は
堰せ

き
止

め
ら
れ
た
ダ
ム
状
に
な
り
、
下
流
で

は
舟
運
が
行
わ
れ
て
い
て
、
隅
田
川

方
面
か
ら
江
戸
の
山
の
手
エ
リ
ア

に
物
資
を
供
給
す
る
最
終
拠
点
の

よ
う
な
場
所
だ
っ
た
ん
で
す
っ
て
。

　
荷
揚
げ
場
だ
っ
た
場
所
に
立
つ

「
牛
込
揚あ

げ
ば場

跡
の
碑
」
や
物
資
を

町
へ
と
運
ぶ
道
「
軽
子
坂
」
が
残
っ

て
い
て
、
当
時
の
活
気
を
伝
え
て
い

ま
す
。
何
度
も
遊
び
に
来
て
い
る
場

所
だ
け
ど
、
知
ら
な
か
っ
た
な
ぁ
〜
。

　
神
楽
坂
エ
リ
ア
に
あ
る
、
御
座
敷

が
多
い
「
か
く
れ
ん
ぼ
横
丁
」
は

し
っ
ぽ
り
と
し
た
雰
囲
気
で
、
花
柳

界
の
風
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

歴
史
と
地
形
か
ら
見
た

神
楽
坂

　
　

神
楽
坂
の
地
名
の
由
来
は
「
御
神

楽
が
聞
こ
え
る
坂
」
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
確
か
に
由
緒
あ
る
寺
社

第
４
回

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門人＆文

地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師 匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

2
3

❸

「
和わ
か
な
可
菜
」は
ホ
ン
書

き
旅
館
の
異
名
が
あ

り
、野
坂
昭
如
さ
ん
、

山
田
洋
次
さ
ん
な
ど

が
缶
詰
に
な
っ
て
脚

本
を
書
い
た
場
所
。

残
念
で
す
が
、
現
在

は
閉
館
し
て
い
ま
す
。

お
洒
落
な
町
で
よ
く
見
か
け
る
こ
の
石
畳
の
石
は「
ピ
ン
コ
ロ
石
」と

呼
ぶ
そ
う
。
か
わ
い
い
名
前
で
す
ね
。

❶駅
の
す
ぐ
そ
ば
で
見
附
と
外
堀
の
遺
構
が
見
ら
れ
る
な
ん
て
！

道
行
く
人
は
誰
も
気
づ
い
て
な
い
様
子
。

❷坂
の
下
は
屋
根
船
の
発
着
場
所
に
な
っ
て
い
て
、

夏
目
漱
石
も
こ
こ
か
ら
遊
び
に
出
か
け
た
と
か
。

1
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仏
閣
が
多
い
エ
リ
ア
。
毘
沙
門
天
で

お
な
じ
み
の
善
國
寺
、
中
世
の
牛
込

城
跡
と
伝
わ
る
光
照
寺
な
ど
見
ど

こ
ろ
満
載
で
す
。

　
な
か
で
も
面
白
い
の
は
赤
城
神

社
。
と
に
か
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で

モ
ダ
ン
な
ん
で
す
！

　
御
社
殿
や

神
楽
殿
は
も
ち
ろ
ん
、
カ
フ
ェ
や
集

合
住
宅
ま
で
境
内
に
あ
り
ま
し
た
。

聞
け
ば
今
話
題
の
建
築
家
、
隈く

ま
け
ん
ご

研
吾

氏
監
修
な
ん
だ
と
か
。
こ
れ
が
実
は

７
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
神
社
な

ん
て
一
見
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
伝

統
を
守
り
な
が
ら
時
代
の
流
れ
に

順
応
し
、
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た

か
ら
こ
そ
現
在
ま
で
続
い
て
い
る

ん
だ
な
ぁ
と
納
得
。

　
す
る
と
、「
驚
く
の
は
ま
だ
早

い
」
と
師
匠
。
境
内
の
裏
手
側
に
回

る
と
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」

の
看
板
が
。
東
京
23
区
内
に
７
カ
所

し
か
存
在
し
な
い
レ
ア
な
崖
が
見

ら
れ
る
場
所
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
足

元
を
見
る
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う

な
断
崖
絶
壁
！

　
東
京
屈
指
の
お
洒し

ゃ
れ落

な
町
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
神
楽
坂
で
す

が
、
歴
史
と
地
形
と
い
う
視
点
で
見

る
と
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ
て
面
白

い
で
す
ね
。

7

6

東京メトロ東西線

大久保通り

袋町

4

8

今
回
の
締
め
の
一
句

芳
賀

軽
子
坂
こ
れ
か
ら
上
る
下
り
酒

東京メトロ
神楽坂駅

❻
地
蔵
坂

古
民
家
風
の
佇
ま
い
の
鍼
灸
・
温
熱
治
療
院

「
エ
コ
パ
オ
」
に
は
、
は
や
り
の
足
湯
カ
フ
ェ
が

併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

❽
赤
城
神
社

時
代
の
最
先
端
を
行
く
お
洒
落
な
御
社
殿
。

狛
犬
も
近
未
来
的
フ
ォ
ル
ム
で
斬
新
で
す
。 「

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」な
ん

て
聞
く
と「
危
な
い
場
所
な
の
？
」

と
心
配
に
な
り
ま
す
が
、き
ち
ん
と

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
大
丈
夫
。

境
内
脇
に
あ
る

「
俳
人
巻
阿（
か
ん
あ
）

の
碑
」
に
刻
ま
れ
た

句
を
見
て
「
ま
ぁ

ま
ぁ
だ
ね
」と
師
匠
。

私
に
は
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
！

❺
毘び

し

ゃ

も

ん

て

ん

沙
門
天
善
國
寺

神
楽
坂
の
賑
わ
い
の
中
心
に
あ
る
善
國
寺
。

江
戸
三
毘
沙
門
の
随
一
と
し
て
庶
民
か
ら

絶
大
な
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

❹
寺じ

な

い内
公
園

江
戸
時
代
に
盛
り
場
と
し
て
賑
わ
っ
た

行
元
寺（
ぎ
ょ
う
が
ん
じ
）が
神
楽
坂
花
柳

界
の
発
祥
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
寺

が
移
転
し
て
も「
寺
内
」の
名
は
残
り
、

現
在
は
公
園
に
。

❼
光

こ

う

し

ょ

う

じ

照
寺

光
照
寺
の
周
り
を
歩

い
て
み
る
と
高
台
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
中
世
の
牛

込
城
跡
と
い
う
の
も

う
な
ず
け
る
地
形
で

し
た
。

【
参
】行
き
止
ま
り

に
な
っ
て
通

り
抜
け
で
き
な
い
地
形

の
こ
と
。
光
照
寺
の
あ

た
り
が
袋
町
で
、
矢
田

津
世
子
の
小
説『
神
楽

坂
』に
も
出
て
き
ま
す
。

答
え

ゴ
ー
ル
に

到
着
〜
。

夏目亭

隠
れ
家
風
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ラ
ン
チ
。

師
匠
、ま
じ
め
な
顔
を
し

て
ま
す
が
、相
当
お
気
に

入
り
の
御
様
子
で
し
た
。

美
味
し
か
っ
た
〜
。

本
殿
脇
に
は
毘
沙
門
天
ゆ
か
り
の「
狛こま
と
ら虎
」が
鎮
座
！

台
座
に
は
明
治

初
期
に
イ
ギ
リ

ス
式
の
測
量
を

し
た
こ
と
を
示

す
几
号（
き
ご
う
）

水
準
点
が
刻
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

堀
口

爽
や
か
な
風
に
さ
そ
わ
れ
神
楽
坂

5
神楽坂

14

飯
田
橋
は
舟
運
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
っ
た

　
今
回
の
ス
タ
ー
ト
地
点
の
Ｊ
Ｒ

飯
田
橋
西
口
近
く
に
あ
る
牛
込
見

附
跡
の
石
垣
は
江
戸
時
代
の
遺
構

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
。

私
も
大
好
き
で
し
げ
し
げ
と
眺
め

て
い
た
の
で
す
が
、「
も
っ
と
面
白

い
も
の
が
あ
る
よ
」
と
師
匠
。
つ
い

て
行
っ
て
み
る
と
…
…
わ
っ
！

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
段
差
の
あ
る
水

路
が
!?

　
こ
れ
は
江
戸
城
外
堀
（
神

田
川
）
の
余
り
水
を
落
と
し
て
い
た

場
所
。
こ
こ
を
境
に
上
流
は
堰せ

き
止

め
ら
れ
た
ダ
ム
状
に
な
り
、
下
流
で

は
舟
運
が
行
わ
れ
て
い
て
、
隅
田
川

方
面
か
ら
江
戸
の
山
の
手
エ
リ
ア

に
物
資
を
供
給
す
る
最
終
拠
点
の

よ
う
な
場
所
だ
っ
た
ん
で
す
っ
て
。

　
荷
揚
げ
場
だ
っ
た
場
所
に
立
つ

「
牛
込
揚あ

げ
ば場

跡
の
碑
」
や
物
資
を

町
へ
と
運
ぶ
道
「
軽
子
坂
」
が
残
っ

て
い
て
、
当
時
の
活
気
を
伝
え
て
い

ま
す
。
何
度
も
遊
び
に
来
て
い
る
場

所
だ
け
ど
、
知
ら
な
か
っ
た
な
ぁ
～
。

　
神
楽
坂
エ
リ
ア
に
あ
る
、
御
座
敷

が
多
い
「
か
く
れ
ん
ぼ
横
丁
」
は

し
っ
ぽ
り
と
し
た
雰
囲
気
で
、
花
柳

界
の
風
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

歴
史
と
地
形
か
ら
見
た

神
楽
坂

　
　
神
楽
坂
の
地
名
の
由
来
は
「
御
神

楽
が
聞
こ
え
る
坂
」
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
確
か
に
由
緒
あ
る
寺
社

神

楽

坂

周

辺

第
４
回

東 京 都
新宿区

神
楽
坂
は
何
道
の
一
部
分
？

軽
子
坂
は
何
を
上
げ
て
い
た
の
？

袋
町
の
袋
っ
て
何
？

壱弐参

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門人＆文

地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師 匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

2
3 JR

総
武
線

外
堀
通
り

早稲田通り

JR飯田橋駅

❸
か
く
れ
ん
ぼ
横
丁

「
和わ
か
な
可
菜
」は
ホ
ン
書

き
旅
館
の
異
名
が
あ

り
、野
坂
昭
如
さ
ん
、

山
田
洋
次
さ
ん
な
ど

が
缶
詰
に
な
っ
て
脚

本
を
書
い
た
場
所
。

残
念
で
す
が
、
現
在

は
閉
館
し
て
い
ま
す
。

お
洒
落
な
町
で
よ
く
見
か
け
る
こ
の
石
畳
の
石
は「
ピ
ン
コ
ロ
石
」と

呼
ぶ
そ
う
。
か
わ
い
い
名
前
で
す
ね
。

❶
牛う

し

ご

め

　み

つ

け

込
見
附
跡

駅
の
す
ぐ
そ
ば
で
見
附
と
外
堀
の
遺
構
が
見
ら
れ
る
な
ん
て
！

道
行
く
人
は
誰
も
気
づ
い
て
な
い
様
子
。

【
壱
】上
州
道
の
一
部

で
し
た
。
江
戸

城
田
安
門
が
起
点
で
、

牛
込
見
附
が
玄
関
口
に

な
り
、
神
楽
坂
を
通
っ
て

前
橋
の
ほ
う
に
続
い
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

答
え

❷
軽か

る

こ

ざ

か

子
坂

坂
の
下
は
屋
根
船
の
発
着
場
所
に
な
っ
て
い
て
、

夏
目
漱
石
も
こ
こ
か
ら
遊
び
に
出
か
け
た
と
か
。

【
弐
】全
国
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
米
や
魚
、
塩

や
酒
が
荷
揚
げ
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

神
楽
坂
よ
り
も
歴
史
は
古
い

ん
だ
そ
う
で
す
よ
！

答
え

1

夏目亭
神楽坂



運
命
を
変
え
た
１
冊
の
雑
誌

　異
国
の
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
意
識
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
新
鮮
な
眼
差
し
を
注
ぎ
、
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
の
視
線

は
私
た
ち
に
日
本
を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
人

の
墨
絵
画
家
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。

　墨
絵
を
知
ら
な
い
人
は
日
本
人
で
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
知
っ
て
い
て
も
、
し
ょ
せ
ん
中
国
伝
来
の
昔
の
絵
と
捉
え

て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　「
日
本
で
南
画
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
墨
絵
は

古
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雪
舟

や
伊
藤
若じ

ゃ
く
ち
ゅ
う

冲
な
ど
、
今
見
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
私
は
彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
は
描
け
ま
せ
ん
が
、
そ

の
精
神
を
受
け
継
い
で
、
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
描
け
る
墨
絵

を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　芸
術
好
き
の
母
親
の
影
響
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
絵
が
好
き

Ilan Yanizky●1955年イスラエル生
まれ。6歳よりイタリアに暮らす。ロー
マ・アート・アカデミーで美術を専攻し、
ロンドン遊学を経たのち、テルアビブ・
アート・スクールで美術を学ぶ。1983
年に来日し、山田耕雨師に墨絵を、真木
蘭臺師に書道を師事。雅号は「伊嵐」。
南画院賞、南画院東京都知事賞を受賞。
2001年に日本の永住権を取得。

聖都エルサレム

◉
面
積
：
約
2
万
2
0
0
0
㎢（
日
本
の
四
国
程
度
）

◉
地
理
：
国
土
の
西
側
は
地
中
海
に
接
し
、
南
北
に

細
長
い
（
約
4
7
0
㎞
）。
地
中
海
沿
岸
の
平
野
部

は
肥
沃
な
農
耕
地
帯
で
、
雨
季
と
乾
季
に
分
か
れ
る

が
、
国
土
の
南
部
に
は
広
大
な
砂
漠
が
広
が
る
。

◉
言
語
：
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語

◉
交
通
：
主
な
交
通
機
関
は
自
動
車
、
バ
ス
。
ほ
か

に
エ
ル
サ
レ
ム
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
な
ど
の
主
要
都
市
を

結
ぶ
鉄
道
路
線
が
あ
り
、
エ
ル
サ
レ
ム
市
内
に
は
路

面
電
車
が
走
っ
て
い
る
。

ヤニツキーさんの作品（左上、左下）と
ふだん使っている道具（右）。

イ ス ラ エ ル ／ 基 礎 デ ー タ

今
の
時
代
の
墨
絵
を
描
く

異
色
の
絵
師

イ
ラ
ン
・
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん

墨
絵
画
家
・
書
道
家

❶

イ

ス

ラ

エ

ル

編
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だ
っ
た
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん
は
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
の
美
術
学
校
で
本

格
的
な
絵
を
学
ん
だ
。
次
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
絵
を
学
ぶ
つ
も

り
で
準
備
を
し
て
い
た
あ
る
日
の
こ
と
、
ふ
と
手
に
し
た
雑
誌

が
彼
の
運
命
を
変
え
た
。

　「
雑
誌
の
日
本
特
集
を
見
て
、
不
思
議
な
感
覚
を
抱
き
ま
し

た
。
芸
者
、
舞
妓
、
新
宿
の
高
層
ビ
ル
…
…
こ
ん
な
も
の
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。
最
初
は
、
少
し
だ
け
こ
の
国
を
見
て
み
よ

う
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
や
っ
て
来
た
ん
で
す
」

奥
深
い
墨
絵
の
世
界

　
実
は
、
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん
が
日
本
を
訪
れ
た
理
由
は
も
う
ひ

と
つ
あ
る
。
ど
う
せ
日
本
に
行
く
な
ら
、
以
前
何
か
で
見
た
こ

と
の
あ
る
墨
絵
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
。
最
初
は
、
3
カ
月
も
学

べ
ば
マ
ス
タ
ー
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
語
学
を
教
え
つ
つ
、
南
画
院
の
山
田
耕
雨
師
の

も
と
で
墨
絵
を
学
ん
だ
。

　
最
初
に
師
か
ら
い
わ
れ
た
の
は
、「
蘭
を
描
い
て
ご
ら
ん
」

だ
っ
た
。
油
絵
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
の
で
、
簡
単
に
描
け
る

と
思
っ
た
。

　
だ
が
や
っ
て
み
る
と
、
墨
絵
の
世
界
は
ま
っ
た
く
勝
手
が

違
っ
て
い
た
。
ど
う
し
て
も
思
い
ど
お
り
に
描
く
こ
と
が
で
き

な
い
の
だ
。
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん
は
持
っ
て
来
て
い
た
油
絵
の
道

具
を
す
べ
て
捨
て
去
り
、
西
洋
画
と
決
別
し
た
。
以
来
、
ひ
た

す
ら
蘭
と
の
格
闘
の
日
々
。
ど
う
に
か
蘭
が
描
け
る
よ
う
に
な

る
と
、
次
に
待
っ
て
い
た
の
は
竹
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
月
日
は

流
れ
て
い
っ
た
。

　
さ
ら
に
は
書
道
も
学
び
、
墨
絵
は
東
京
都
知
事
賞
を
受
賞
す

る
ま
で
に
上
達
し
た
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん
は
、
今
で
は
自
分
で
墨

絵
ア
ー
ト
教
室
を
開
く
ま
で
に
な
っ
た
。

　「
墨
絵
の
世
界
は
奥
が
深
く
、
ど
こ
ま
で
も
終
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
毎
日
が
発
見
の
日
々
で
す
」

　
か
つ
て
私
た
ち
の
文
化
の
な
か
に
確
か
に
あ
っ
た
は
ず
の
も

の
が
、
気
づ
く
と
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
古
い
と
思
わ

れ
が
ち
な
日
本
文
化
も
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん
の
視
線
に
重
ね
合

わ
せ
て
、
も
う
一
度
じ
っ
く
り
と
味
わ
い
直
し
て
み
る
こ
と
で
、

私
た
ち
に
も
新
た
な
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
が
発
見
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

イスラエル経済の中心地、テルアビブの街並み。
エルサレムと比べて新しい都市で、超高層ビル
も立ち並ぶ。

　イ
ス
ラ
エ
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
様
、

古
い
街
並
み
を
残
そ
う
と
い
う
伝
統
が

あ
る
の
に
対
し
て
、
地
震
の
多
い
日
本

は
、
新
し
い
も
の
を
求
め
る
傾
向
に
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
日
本
独
特
で

面
白
い
と
思
っ
た
の
は
プ
レ
ハ
ブ
住
宅

で
す
。
簡
単
に
で
き
て
、
地
震
に
も
強

い
の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　最
近
は
イ
ス
ラ
エ
ル
も
高
層
ビ
ル

ブ
ー
ム
で
す
が
、
以
前
は
高
い
ビ
ル
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
変
わ
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も

ま
だ
大
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
点
、
日
本
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
速
い

し
、
き
れ
い
だ
し
、
冷
暖
房
が
完
備
さ

れ
て
い
て
快
適
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
街
の
あ
ち
こ
ち
に

あ
る
の
も
便
利
で
す
。
私
も
年
を
と
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
で
す
ね
。
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運
命
を
変
え
た
１
冊
の
雑
誌

　異
国
の
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
意
識
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
新
鮮
な
眼
差
し
を
注
ぎ
、
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
の
視
線

は
私
た
ち
に
日
本
を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
人

の
墨
絵
画
家
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。

　墨
絵
を
知
ら
な
い
人
は
日
本
人
で
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
知
っ
て
い
て
も
、
し
ょ
せ
ん
中
国
伝
来
の
昔
の
絵
と
捉
え

て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　「
日
本
で
南
画
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
墨
絵
は

古
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雪
舟

や
伊
藤
若じ

ゃ
く
ち
ゅ
う

冲
な
ど
、
今
見
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
私
は
彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
は
描
け
ま
せ
ん
が
、
そ

の
精
神
を
受
け
継
い
で
、
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
描
け
る
墨
絵

を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　芸
術
好
き
の
母
親
の
影
響
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
絵
が
好
き

Ilan Yanizky ●1955年イスラエル生
まれ。6歳よりイタリアに暮らす。ロー
マ・アート・アカデミーで美術を専攻し、
ロンドン遊学を経たのち、テルアビブ・
アート・スクールで美術を学ぶ。1983
年に来日し、山田耕雨師に墨絵を、真木
蘭臺師に書道を師事。雅号は「伊嵐」。
南画院賞、南画院東京都知事賞を受賞。
2001年に日本の永住権を取得。

聖都エルサレム

◉
面
積
：
約
2
万
2
0
0
0
㎢（
日
本
の
四
国
程
度
）

◉
地
理
：
国
土
の
西
側
は
地
中
海
に
接
し
、
南
北
に

細
長
い
（
約
4
7
0
㎞
）。
地
中
海
沿
岸
の
平
野
部

は
肥
沃
な
農
耕
地
帯
で
、
雨
季
と
乾
季
に
分
か
れ
る

が
、
国
土
の
南
部
に
は
広
大
な
砂
漠
が
広
が
る
。

◉
言
語
：
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語

◉
交
通
：
主
な
交
通
機
関
は
自
動
車
、
バ
ス
。
ほ
か

に
エ
ル
サ
レ
ム
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
な
ど
の
主
要
都
市
を

結
ぶ
鉄
道
路
線
が
あ
り
、
エ
ル
サ
レ
ム
市
内
に
は
路

面
電
車
が
走
っ
て
い
る
。

ヤニツキーさんの作品（左上、左下）と
ふだん使っている道具（右）。

イ ス ラ エ ル ／ 基 礎 デ ー タ

今
の
時
代
の
墨
絵
を
描
く

異
色
の
絵
師

イ
ラ
ン
・
ヤ
ニ
ツ
キ
ー
さ
ん

墨
絵
画
家
・
書
道
家

❶

イ

ス

ラ

エ

ル

編



ま
ち
づ
く
り
こ
そ
わ
が
天
命

「
加
藤
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
」

「
あ
っ
、
加
藤
さ
ん
！
」

加
藤
博
さ
ん
が
青
森
市
に
あ
る
新
町

商
店
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
商
店
主
の

誰
も
が
親
し
げ
に
声
を
か
け
る
。
ま
ち

の
た
め
で
あ
れ
ば
、
幅
広
い
人
脈
を
駆

使
し
て
資
金
集
め
を
行
い
、
皆
が
納
得

で
き
る
よ
う
に
話
を
ま
と
め
る
。
新
町

商
店
街
の
人
々
に
と
っ
て
、
加
藤
さ
ん

は
と
て
も
頼
り
に
な
る
存
在
な
の
だ
。

東
北
ニ
チ
イ
八
戸
店
長
を
務
め
、
新

町
商
店
街
に
移
っ
て
き
た
加
藤
さ
ん
が

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
始
め
た
の
は

１
９
８
８
年
。
以
来
約
30
年
間
、
青
森

市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
を
先
導
す
る

と
と
も
に
、
全
国
で
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
る
人
々
を
応
援
し
て
き
た
。
今
も
月

に
１
週
間
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

講
演
や
会
議
で
全
国
を
飛
び
回
る
「
ま

ち
づ
く
り
の
カ
リ
ス
マ
」。
何
が
加
藤
さ

ん
を
そ
こ
ま
で
駆
り
立
て
て
き
た
の
か
。

「『
お
金
が
も
ら
え
る
か
ら
頑
張
る
ん

だ
』
と
陰
口
を
叩
く
人
も
い
ま
し
た
が
、

結
局
、
好
き
だ
か
ら
や
っ
て
き
た
だ
け

で
す
。
汗
を
流
し
て
頑
張
っ
て
い
る
人

が
大
好
き
だ
し
、
人
前
で
話
す
の
も
大

好
き
。
い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
る
商
店
街

の
雰
囲
気
も
好
き
な
ん
で
す
ね
」

津
軽
な
ま
り
が
混
じ
る
、
大
き
く
張
り

の
あ
る
加
藤
さ
ん
の
声
に
は
、
意
志
の

強
さ
と
、
頑
張
っ
て
い
る
人
を
全
力
で

支
え
る
優
し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
た
。

ま
ち
づ
く
り
で
重
要
な
の
は

連
携
と
協
力

加
藤
さ
ん
が
初
め
て
ま
ち
づ
く
り
に

携
わ
っ
た
の
は
、
商
店
街
の
若
手
が
つ

く
っ
た
「
新
町
の
将
来
を
語
る
会
」
の

全
国
の
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア

第11回

青
森
県
青
森
市

◉人口：約29万人
◉面積：824.61㎢
◉概要： 青森県のほぼ中央に位置する県庁所在地。

江戸時代より本州と北海道をつなぐ交通の要衝として発展
◉特徴： 県庁所在地のなかでは唯一、市の全域が国から「特別豪雪

地帯」に指定されている。中心市街地に7つの商店街があり、
新町商店街が最大（長さは880mあり、日本でトップクラス）

◉特産品： りんご、カシス、ホタテ、ナマコなど

青
森
市
に
は
、
自
転
車
で

気
軽
に
ま
ち
巡
り
を
楽
し

め
る「
ま
ち
な
か
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
」が
あ
る
。

実
施
期
間
は
４
月
下
旬

か
ら
１０
月
下
旬
で
、
１
回

３
０
０
円
で
自
転
車
を
貸

し
出
し
て
く
れ
る
。
貸
出

場
所
は
中
心
市
街
地
内
に

６
カ
所
あ
り
、急
に
重
い
荷

物
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
市
民
の
足
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
何
人
も
い
て
は
、
喧
嘩
に
な
っ
て
話
が
ま
と

ま
り
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
、リ
ー
ダ
ー
一
人
が
一
生
懸
命
頑
張
り
、
ほ
か
の

人
々
が
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
は
う
ま
く
進
み
ま
せ
ん
。

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い
く
環
境
、
リ
ー
ダ
ー
が
頑
張
っ
て
い
け
る
環
境
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青森市

青 森 県

有
限
会
社
Ｐ
Ｍ
Ｏ（Passage M

anagem
ent O

ffi
ce

）

代
表
取
締
役
社
長

加
藤
博
さ
ん

か
と
う
・
ひ
ろ
し

青
森
市
っ

て
こ
ん
な

と
こ
ろ
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会
合
に
誘
わ
れ
た
時
だ
。
加
藤
さ
ん
は

こ
の
会
に
参
加
し
た
時
に
愕
然
と
す
る
。

「
雪
を
自
動
的
に
と
か
す
ア
ー
ケ
ー

ド
を
つ
く
ろ
う
と
か
、
お
金
の
か
か
る

夢
物
語
ば
っ
か
り
話
題
に
な
っ
て
…
…
。

あ
る
日
腹
が
立
ち
、『
実
現
で
き
な
い

こ
と
を
話
し
合
っ
て
、
ま
ち
が
よ
く
な

る
の
か
！
』
と
声
を
荒
ら
げ
ま
し
た
」

加
藤
さ
ん
を
中
心
と
す
る
会
の
仲
間

が
ま
ず
着
手
し
た
の
は
新
町
商
店
街
の

コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
だ
っ
た
。
自
分
た

ち
が
望
む
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し

な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が

定
ま
ら
な
い
か
ら
だ
。
１
年
か
け
て

議
論
し
、「
人
と
緑
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
生
み
出
し
た
。

「
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
段
差

の
解
消
や
自
転
車
道
の
設
置
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
事
業
が
完
了
し
た
の
は

１
９
９
７
年
で
、
当
時
は
画
期
的
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
加
藤
さ
ん
は
語
る
。

加
藤
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
強
い
信

念
を
持
っ
て
青
森
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
を
推
進
し
て
き
た
。
行
政
、
病

院
、
学
校
な
ど
、
生
活
に
必
要
な
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
ま
ち
な
か
に
あ
れ

ば
、
歩
け
る
範
囲
で
用
事
を
済
ま
せ
ら

れ
る
し
、
行
政
コ
ス
ト
も
削
減
で
き
る
。

加
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
も
う
す
ぐ
大
型

病
院
が
駅
前
に
移
転
し
て
く
る
そ
う
だ
。

「
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
ト
ッ
プ
が
中

心
市
街
地
活
性
化
を
政
策
に
組
み
入
れ
、

商
業
者
、
行
政
、
商
工
会
議
所
が
連
携

し
て
、
ま
ち
な
か
に
人
を
呼
び
込
む
こ

と
が
大
事
で
す
。
そ
の
点
青
森
市
は
三

者
が
連
携
・
協
力
で
き
た
。
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
」
と
加
藤
さ
ん
は
語
る
。

後
続
ラ
ン
ナ
ー
の
た
め
に

加
藤
さ
ん
が
現
在
全
精
力
を
傾
け
て

い
る
の
は
、
青
森
市
に
ま
ち
づ
く
り
会

社
を
設
立
す
る
こ
と
だ
。
青
森
市
で
は

従
来
、
商
店
街
振
興
組
合
が
ま
ち
づ
く

り
会
社
の
機
能
を
担
っ
て
き
た
。

「
で
も
今
後
は
、
人
口
や
店
舗
数
が

ま
す
ま
す
減
少
し
、
商
店
街
は
か
つ
て

の
力
を
失
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
代

わ
る
組
織
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
会
社

が
必
要
な
の
で
す
。
今
年
、
商
工
会
議

所
に
提
案
し
た
提
言
書
の
審
議
が
終
了

し
た
の
で
、
近
い
将
来
青
森
市
に
も
ま

ち
づ
く
り
会
社
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」

と
微
笑
み
を
浮
か
べ
る
加
藤
さ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
が
な
い
地
域
で
は

こ
れ
ま
で
、
熱
意
の
あ
る
有
志
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
加
藤
さ
ん
は
、
自
分
の

仕
事
と
並
行
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
の
は
長
続
き
し
な
い
と
い
う
。

「
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
あ
れ
ば
、
ま

ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
あ
る
タ
ウ
ン
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
職
業
と
し
て
成
立
し
、

給
料
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
今

の
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
設
立
・
運
営

す
る
の
が
最
大
の
仕
事
だ
し
、
最
後
の

〝
ご
奉
公
〟
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

加
藤
さ
ん
は
今
日
も
、
全
国
に
い
る

ま
ち
づ
く
り
の
仲
間
と
協
力
し
て
、
精

力
的
に
活
動
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

藻谷浩介の
ここがポイント !

政
治
家
で
も
商
店
主
で
も
企
業
家
で
も
学
者
先
生
で
も
な
い
。

で
す
が
、
そ
の
誰
よ
り
も
ま
ち
に
深
い
愛
情
を
持
ち
、
日
本
初
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
制
定
か
ら
多
く
の
再
開
発
の
実
現
ま
で
、

常
に
黒
子
と
し
て
全
身
全
霊
で
青
森
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

加
藤
さ
ん
。
私
も
そ
の
高
潔
で
温
か
い
人
柄
を
慕
う
一
人
で
す
。

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問

し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・

出
演
・
寄
稿
等
は
年
間
１
３
０
０
件
を
超

え
る
。
著
書
に『
里
山
資
本
主
義
』『
し
な

や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
』な
ど
。

新町商店街に整備されたベンチと水飲み場。
ベンチは100mごとに設置され、シニアでも
商店街の散策をゆっくりと楽しめる。

JR青森駅前にある複合商業
ビル「アウガ」。「商業だけでは
中心市街地を活性化できない」
と考える加藤さんは、1～4階
の商業フロアに市役所を誘致
することを提言。市でも検討
が始まっている。

新町商店街のアーケード天井にある照明。
街区ごとにデザインが異なり、春（桜の花びら：
左上）、夏（太陽：右上）、秋（りんご：左下）、冬

（雪の結晶：右下）を演出している。

新町商店街のほぼ中央にある洋菓子
＆カフェ「CHANDOLA」。2階にあ
るカフェの内装はゴージャスで、青森
産のりんごを使ったスイーツは絶品 !

「パサージュ広場」にある居酒屋「旬菜 
タパス」のオーナー・店長の倉内俊広さん。
地元の人にも大人気！

「リケン洋食器店」は加藤さん
の先導で始まった「一店逸品運
動」に参加している。二代目
店主・田中惠さんの今年のイチ
オシは「佐渡製竹の盆ザル」！

車道の幅を2m狭めてつくられた自転車道。
タクシーの運転手など、猛反発する人も多かっ
たが、加藤さんは粘り強く説得した。新町商店街の通りに面した市民の憩いの場「パ

サージュ広場」。広場に面した店舗は、中心市
街地で開業を目指す商業者に貸し出されている。
事業運営者は PMO。
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ま
ち
づ
く
り
こ
そ
わ
が
天
命

「
加
藤
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
」

「
あ
っ
、
加
藤
さ
ん
！
」

加
藤
博
さ
ん
が
青
森
市
に
あ
る
新
町

商
店
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
商
店
主
の

誰
も
が
親
し
げ
に
声
を
か
け
る
。
ま
ち

の
た
め
で
あ
れ
ば
、
幅
広
い
人
脈
を
駆

使
し
て
資
金
集
め
を
行
い
、
皆
が
納
得

で
き
る
よ
う
に
話
を
ま
と
め
る
。
新
町

商
店
街
の
人
々
に
と
っ
て
、
加
藤
さ
ん

は
と
て
も
頼
り
に
な
る
存
在
な
の
だ
。

東
北
ニ
チ
イ
八
戸
店
長
を
務
め
、
新

町
商
店
街
に
移
っ
て
き
た
加
藤
さ
ん
が

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
始
め
た
の
は

１
９
８
８
年
。
以
来
約
30
年
間
、
青
森

市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
を
先
導
す
る

と
と
も
に
、
全
国
で
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
る
人
々
を
応
援
し
て
き
た
。
今
も
月

に
１
週
間
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

講
演
や
会
議
で
全
国
を
飛
び
回
る
「
ま

ち
づ
く
り
の
カ
リ
ス
マ
」。
何
が
加
藤
さ

ん
を
そ
こ
ま
で
駆
り
立
て
て
き
た
の
か
。

「『
お
金
が
も
ら
え
る
か
ら
頑
張
る
ん

だ
』
と
陰
口
を
叩
く
人
も
い
ま
し
た
が
、

結
局
、
好
き
だ
か
ら
や
っ
て
き
た
だ
け

で
す
。
汗
を
流
し
て
頑
張
っ
て
い
る
人

が
大
好
き
だ
し
、
人
前
で
話
す
の
も
大

好
き
。
い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
る
商
店
街

の
雰
囲
気
も
好
き
な
ん
で
す
ね
」

津
軽
な
ま
り
が
混
じ
る
、
大
き
く
張
り

の
あ
る
加
藤
さ
ん
の
声
に
は
、
意
志
の

強
さ
と
、
頑
張
っ
て
い
る
人
を
全
力
で

支
え
る
優
し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
た
。

ま
ち
づ
く
り
で
重
要
な
の
は

連
携
と
協
力

加
藤
さ
ん
が
初
め
て
ま
ち
づ
く
り
に

携
わ
っ
た
の
は
、
商
店
街
の
若
手
が
つ

く
っ
た
「
新
町
の
将
来
を
語
る
会
」
の

全
国
の
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア

第11回

青
森
県
青
森
市

◉人口：約29万人
◉面積：824.61㎢
◉概要：	青森県のほぼ中央に位置する県庁所在地。

江戸時代より本州と北海道をつなぐ交通の要衝として発展
◉特徴：	県庁所在地のなかでは唯一、市の全域が国から「特別豪雪

地帯」に指定されている。中心市街地に7つの商店街があり、
新町商店街が最大（長さは880mあり、日本でトップクラス）

◉特産品：	りんご、カシス、ホタテ、ナマコなど

青
森
市
に
は
、
自
転
車
で

気
軽
に
ま
ち
巡
り
を
楽
し

め
る「
ま
ち
な
か
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
」が
あ
る
。

実
施
期
間
は
４
月
下
旬

か
ら
１０
月
下
旬
で
、
１
回

３
０
０
円
で
自
転
車
を
貸

し
出
し
て
く
れ
る
。
貸
出

場
所
は
中
心
市
街
地
内
に

６
カ
所
あ
り
、急
に
重
い
荷

物
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
市
民
の
足
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
何
人
も
い
て
は
、
喧
嘩
に
な
っ
て
話
が
ま
と

ま
り
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
、リ
ー
ダ
ー
一
人
が
一
生
懸
命
頑
張
り
、
ほ
か
の

人
々
が
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
は
う
ま
く
進
み
ま
せ
ん
。

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い
く
環
境
、
リ
ー
ダ
ー
が
頑
張
っ
て
い
け
る
環
境
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青森市

青 森 県

有
限
会
社
Ｐ
Ｍ
Ｏ（Passage M

anagem
ent O

ffi
ce

）

代
表
取
締
役
社
長

加
藤
博
さ
ん

か
と
う
・
ひ
ろ
し

◉人口：約29万人

青
森
市
っ

て
こ
ん
な

と
こ
ろ



青森県青森市「ナチュール青森」

【特定原材料】卵・牛乳

りんごのヴェール

な
め
ら
か
な
プ
リ
ン
を
口

に
入
れ
る
と
、
ほ
の
か
に
り

ん
ご
の
香
り
が
漂
い
、
瓶
の

底
に
あ
る
ピ
ュ
ー
レ
か
ら
は
、

爽
や
か
な
り
ん
ご
の
味
が
口

い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
る
。
そ

ん
な
極
上
の
逸
品
が
、
今
回

の
「
り
ん
ご
の
ヴ
ェ
ー
ル
」

で
す
。

こ
の
商
品
を
誕
生
さ
せ
た

ナ
チ
ュ
ー
ル
青
森
の
オ
ー

ナ
ー
工
藤
真
義
さ
ん
は
、
公

園
な
ど
を
設
計
す
る
建
築
家

と
し
て
活
躍
後
、
１０
年
前
に

夢
で
あ
っ
た
居
酒
屋
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
と
い
う
経
歴
の

持
ち
主
で
す
。

居
酒
屋
に
来
店
さ
れ
る
常

連
の
お
客
様
か
ら
の
勧
め
で
、

あ
お
も
り
産
品
販
売
促
進
協

議
会
が
主
催
す
る
「
青
森
市

新
作
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
２
」
に
応
募
し
、
見

事
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
大
切
な
人
に
贈
れ
る
、
青

森
県
を
代
表
す
る
お
菓
子
を

つ
く
り
た
い
。
と
い
う
思
い

で
、
納
得
の
い
く
素
材
を
求

め
て
、
１
年
以
上
探
し
回
り

ま
し
た
」
と
い
う
工
藤
さ
ん
。

惚
れ
込
ん
だ
素
材
は
、
八

甲
田
山
系
の
雪
解
け
水
で
育

て
た
成
田
農
園
の
「
葉
取
ら

ず
り
ん
ご
（
サ
ン
ふ
じ
）」
と
、

り
ん
ご
の
花
の
蜜
だ
け
を
集

め
た
東
養
蜂
場
の
「
青
森
り

ん
ご
蜂
蜜
」
で
し
た
。

酸
味
の
配
分
を
調
整
し

な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
素
材
の

美
味
し
さ
を
最
大
限
に
活
か

せ
る
よ
う
、
味
の
バ
ラ
ン
ス

を
追
求
し
た
と
い
う
工
藤
さ

ん
は
、「
試
作
品
だ
け
で
、

１
０
０
種
類
以
上
つ
く
り
ま

し
た
」
と
当
時
の
苦
労
を
楽

し
む
よ
う
に
微
笑
む
。

「
こ
の
商
品
が
一
人
で
も

多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
こ
と

で
、
青
森
の
生
産
農
家
さ
ん

と
一
緒
に
大
き
く
な
っ
て
い

け
る
と
い
い
な
」
と
語
る
工

藤
さ
ん
は
、
青
森
の
活
性
化

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

と
っ
て
も
リ
ッ
チ
な
味

わ
い
の
プ
リ
ン
で
す
ね
。

な
め
ら
か
で
濃
厚
で
、
一

口
ず
つ
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ

く
り
と
味
わ
い
た
く
な

り
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
プ
ー
ン
を

進
め
て
い
く
と
り
ん
ご

の
ピ
ュ
ー
レ
に
出
会
う

の
が
と
て
も
新
鮮
で
す
。

蜂
蜜
の
風
味
が
し
っ
か

り
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

真
っ
赤
な
り
ん
ご
を
彷

彿
さ
せ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

も
プ
リ
ン
の
容
器
も
セ

ン
ス
が
よ
く
て
、
大
切
な

方
へ
の
贈
り
物
に
ぴ
っ

た
り
で
す
ね
。

か
み
む
ら
・
や
す
こ

フ
ー
ド
・
ア
イ
代
表
。
企
業
や
レ
ス
ト

ラ
ン
の
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
長
年
従
事
し
、
新

聞
、
雑
誌
、
講
演
会
な
ど
で
も
活
躍
。

著
書
や
監
修
本
は
60
冊
以
上
あ
る
。

簡
単
で
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
提
案
と
親

し
み
や
す
い
解
説
で
人
気
を
得
て

い
る
。

料
理
研
究
家
／

フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
村
泰
子
氏
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お取り寄せは、こちらから☞http://nature-aomori.com/

こだわりぬいた、りんごと
りんごの花からだけの蜂蜜

パッケージも工藤さんのデザインパッケージも工藤さんのデザインパッケージも工藤さんのデザイン

プ
ロ
か
ら
、

ひ
と

言
！




